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復刻にあたって

一、! 京本の品i 名 は i大のように変遷している 。

fl民J，Jljill 築協会制{λ;誌J (大 IE 6  {f 9  )J - 7  1f'12 )J )  

f ll 木ill 築協会雑誌J (大 11: 8 年 1 )J - 8 年12) J  )  

f! &築と社会J ( 大正 9 年 1 )  J 以降)

ぷ紙を nl 二縮小して以Sました場合がある 。 また、! J il 本が断

絞されているため、不完全なものがある 。

"  1析裁による不完全な文ナ: は創lみ l在したものがある 。

}A紙のl t J lJ 色は一色 に 統ー したため JJi( 本とは災なる 。

ｲｬ 絵はカラーのｴＨも全てｾ，ｊＮｉ， - 色で印刷した 。

「会幸 ｉｾｊ の ｪ 岳民には乱れがあるが、 ｊｊｪｬ 本のままとした 。

名集ごとの「総 11 U<J は、発見できたものに限り、談、'i W，

の第 - ｾｪ の前に ｬ 以鈷した 。

話 ｩｾ 長紙は、 ｲ 第 一 ｷ，第 一 り 』 に限り収鈷した 。

日次の発行日は、奥付に記されたものを採用した。

，j i j H広行の一吉11&び後H 広; りは以$; f <しなかった。rJ ，よ;fi -凡山」

「広行 ＱＱ［ 欠」および ｲ Ｑ 制改 ｊｾ ;I r  - 'f.L J  ( 似主IJ に際し新たに車IL

み、 H け加えた) を参! ! 日してなi きたい。

また、 ｊ ｊＮ｟ｾ ;';- ＡＮＧｃ には ｾｾｴ (1 のt ( が十l けられているため、本似

刻版のJぶ;'r t( の! . ' l は - l ' t していない。

本復刻版は日本主主築協会所lみの JJ 日本を{ 必川した 。

(イ.; ｾ＠ 1I'，Jt反)
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七 月 例 奮 稼 告

七月例曾として新釘打構造に閥ずる詩情曾を開催の橡定で目下準備中であ

b ます。

就ては詳細本誌七月競に曾告し以て御通知に代へますから御覧の上何卒多

数御来聴あらんことを希望いたします。

近日発行の市街地建築物法令に就て

長ら〈お待たせしました昭和18年度市街地建築物法令が愈 7 月上旬接行の

運ぴとな P ました。とれ偏に関係官膳技師各位の御援助による鹿であ b ます

就ては 4 月続本欄で定債65銭と橡告致しましたが、御承知の今般貸施されま

した、製版印刷及び製本代に' 特別行矯税' を課サられる事にな D ましたが

現在のととろその特別行矯税相嘗額及び定慣が未定であ D ます。既に御申込

の各位には恐楕ですが、其貼御諒承の上、同校相嘗額及び定慣決定衣第御通

知致しますから、御梯込の程お願申上ます。

昭 和 18 年 6 月

社 団 法 人 日 本 建 築 協 奮



岡 寺 か ら 石 舞 筆 へ
織 と 女 岩 佐 信 也

飛鳥の地方はその昔飛鳥の京とて都の Sうった所であったが、今も f句思出の多い所で詰うる。蔦

葉の数人たちがそ Y ろ2うるきをしたりも此のるた りでるったら う。石舞牽も其頃の費き芳の墳

墓ときくが、今は其石廓をと残すのみで誰のとも知るよしもない。幾千年の年月は流れて筆か友

りし都の面影は苔むす墓標や 、出 土の瓦ｉＧ ｃ のみｾｹＮＺ認を止めて居る 。 いつの頃から建 初められた

か大和にのみ大和棟と稽する農家は『ウダチJ も高く回立って建てられて居る。 此の織は岡寺

1: 1から其石舞牽への道すがら見る大和僚の差是家でる る。 〈筆者 1;1; 関西合: 行電鍛技師〉

1  VI  



戦 争 と 建 築 護 術

意力とそれに反抗 しそれを支へる力 、 との二つ

の力の組合った均衡や調和から建築は成ょする。

シヨペンハウ エ ノレは 彼 の ｾ ｄ ｩ･ W elt  als Wi l l e  

und Vorstel l ungen < { のなかで¥さう云ふことを

去ってゐたと思ふ。そのとき彼自身は重力とそれ

た支へる抵抗力と 内的; 本質を二つの相反する意志

であると考へた。本質の世界に於けるとのやうな

意志の闘争が現象として時間と昼間との世界に現

はれたもの 、それが即ち建築にほかえにらない。-

高等感校へ入拳した年十と讃んでその後再び縞いて

見ないとの著者の言葉について 、今くわしいとと

は何一つ忽ひ出せないので、あるが、 ともかくとの

烹志の形町上 皐者、 一苦虫を噛みつぶしたゃうえE

宵像識を越してゐるフランクフルトのこの哲人は

主主築に到してとのや うな洞察を展開してゐるので

ある。今彼をさ まぎまな蘭から批評しよ うとは思

はたいが、ただ彼が建築告と形成する構造、原理主ご

意志f t : 求めたととと 、ヂして建築たそれた取園む

環境から取りいだしてそれ自身止して云はぽ内ギE

的君主立場から考察してゐると云ふことと 、 ーとの

二った特に ζ とK 注意しよ弓と思ふ。

主主築の本質は併しとりやうな.U: 場からは正しく

把握され得たいと 思ふのである。意，志がととに持

ち出されたことは、輯々しく見過されてはなら友

ぃ・であら う。併し建築の構成J京. 理! として探くその

根祇に働く意志は落下しようとする梁ととれを支

へる位止の力の均衡と云ふやうな 、建築ぞのもの

の内部陀於て互にからみつく意芯でまうるのではな

し 却 っ て 環 境K 封して働らく人聞の生活意志で

あるのでなければならえEい。生命はもともと環境

の うちにをり 、それとの聯闘に於てのみ自己を維

持する。生活意志がみづからにとって外なるもの

としての環境と 取 り組むととろ 、一意志と自然と

の生活交渉が作 り出すーっの技術的構成、それが

VI 2  

木 村 泰 衛

建築であるもかう云ふ風K 考へられたEいだらうか。

だから建築を環境から引 き離してそれ自障とし・て

考へ、その内在的機構の本質を意志的聯闘 に求め

ると云ふやり方は、何と云っても一つの抽象的な

考、方でるると云は怠ければ友ら君主いだらう。建

築の婆術性は、 自己 を主張する生活意志、がみづか

らを包む外放るものとしての環境陀行く手を阻ま

れて折れ返るととろ 、そとに意志自身の自己反省

として働く技術的知性の創造的構成が同目的的主主

展開を示すとき 、 とのやうえE構成的展開に沿って

みづからを蛍展せしめる構想的感情。湖特の領域

に於て成立するのである。カントがその美泉に於

て指摘してゐミるやうに 、建築美は同目的的構成に

附績する美として附勝美 an凶 ngende Schouhei t  

の一つでるり〈その構成の根祇には目的的意志が

本質的訟ものとして働いてゐるむでるる。建築は

だから生活意志と環境的自然との聞の云はぼ幽数

的展開である。一一 l喝欺的展開としてのーって有

機的統一形態友のでるる。そとには窯芯の自己反

省、と I; ' C知的構想力がみづからを展開し 、 そして

それk 骨法として美的構想力が働くところに建築

美が成立するのである。否、優れた建築家にとっ

ζ はとの二つの構想力は別々のものとしてでたL く

綜合されて一つのものとして働くので放ければ友

らないで、あらう。

私は1すて ーヒ聞から菅斗‘ ♂、通ふ道自: 途中から左へ

折れて校突;1序を殺り 、そとから鹿湯温泉の方ーへ出

たととがある。そのとき峠を下りきった塗りでひ

どく目を引きつけた「群の民家がるった。その構

成が私には全くめづらしく、足をとどめて暫らく

見つめてゐた。折から通 りか L つkEi 姓に頼んで

彼等の家の内部を見せて貰ったりした。汚い家だ

からと云って容易に見せて呉れお: かったが、私 が

ととり近在のものでなく非常に遠方から来た旅行



者であると云ふととと、家の仕組みが見? といだけ

なのだと云ふとととを設明し ・て、漸く見せて貰ふ

ととがで、きた。乙れらの家には、茅茸の二階屋根が

その南面に於て極め て特徴のある垂直的友美しい

縦断面を示して、高い三角形の切り口を陽に向っ

て聞いてゐると共に 、その一階の実井床が巧みに

庇の様になってその下が歩っと探く切り込まれ.

そしてしっかりした桂でそれが支へられ、その庇

の下に庚いごt.聞が聞かれてゐるのである。どの家

主ご見てもまととに美しい構成であった。併しとの

犠君主構成がどとから起って来るのであるか. 貴重初

は解ら主主かった。何にしても奇妙に探索をそその

かすやうな形なのである。色々考へてゐるうちに、

農業と整誼とが ζ の 部 落 の 生 業 で あ れ そ し い 長

い冬の深い零の放かに生きて行か説ければ主主らな

い風土的制約のもとにそれが置かれてゐると考へ

ついたとき、との築構の必然性をすっかりのみ込

むととができた。生きるための仕事の性質と風土

との聞に成立する意志の画数的展開がとの建築犠

式を決定L て来てゐるのでb る。零のために屋根

の勾配を強くし怠ければ主主らない との茅葺では、

よく陽のはいる高い窓を設けるため陀は茅支の一

角を殆ど垂直に縦断してそとにたけの高い二等謹

三角形の面を切り開くほかに道が君主いのである。

一階の室を深く 51っ込ませる ζ とに依って零の積

る心配のたい庇在充分陀作り、冬の零やその他の

時の雨を避けながらその下の土間陀j J i 風と南の陽

とを思ふ存分に受け入れるととが、色々な百姓仕

事に如何に便利であるかは云ふまでもえにいととで

あった。怠志自己知性とのとのやうな構築の上に桜

めて素朴放美的感畳が参加するととろに、とれら

の家々の感I嘆すべき淳楼主主美 I ，い織や蘭がま見はれ

てゐるのである。

仔細に紡検する人は、土地土地に依って家屋の

さまざま部分について他の土地に比較して些細な

費化が行はれてゐるととをよく見出すでるらう。

一見それらの蟹化はどうでもよい乙とであれ 従

って他の土地の風をそれに置きかへるととも異議

左足く可能でまうるやうに見える。併しそうした提外

れをやったとき 、やがてはそとに必歩思ひがけお:

い般綻が来るものであると云ふととを私に語って

くれた或る建築象者がゐる。極く僅古記事でも、セと

れはその土地での長い経験とさまざまた工夫との

後漸く落ちついた結果友のであって、滅多には動

かすべからざるものなのである 、 と彼は云ふりで

ある。

北京の紫禁城を昨年の秋毎日見てゐた。またと

の古典の香りの豊え記者11のいくつもの城門や、素晴

らしく高い天壇の;情 築 な ど を 見 な が ら 考 へ て ゐ

た。曾て一寸書いたとともあるが、とれらの建物

は板めて大きしそしてき華えるやうに高い。併し

その大きさと高さと陀も拘らすヘ その大きさには

深さがえE しその高さには崇高さが見られないの

である。深さむ君主い大きさ 、崇高さの主主い高さ 、

一一それはー櫨何であるのか。私はとの問題を考

へ考へ北京の街を歩いてゐ? と。措カ ! 一一或る日

閃きが通った。北京玉城はまさしく樺力意志の象

徴放のである。或るとき古都の城壁を出て 、披 外

から再び者11披へ向って踊って来たととがるった。

外城の人には昔エからしてとの者[1城を目ぎして遁々

とクトカミらやって来たのであったら う。中原の鹿を

射とめた王者の徳力意志ととれを取りかとむ外域

の環境との政治的意力の聯関一一そとにとの玉城

建築の i儀式が決定されて来るのではなかったか。

ことにも意志とその環境との聞の凶激的展開があ

る。

私は上海で逢ったケムブリツデ出身の或る中園

の皐者に聞はれるままにかう云ふ印象を守Tち明け

たととがるる。彼はケムブリツヂで講師をしたと

ともあり 、事費迄は中園で、或る大撃の敬授をつと

めてゐた若い暴徒である。紫禁妓ーを織力意志の象

徴でるると云つてのけ? と乙とは併し 、 との撃徒に

とって是認を| 剖避し総かったと同時に少し鱒識の

間動が起ったものらしかった。いづとの王宮・も同

様である。欧森山に於ても屡々見られるところで

ある、と彼は語った。私はその時日本へ来たととの

ないとの拳徒を前にして賦ってその言葉を聞いて

ゐたが、心の中 K は東京の皇居のイメ ージが造々

と起って来た。それは云ふまでもなく江戸城のる

とであり、徳川の制覇の象徴として見らるべき充

分な意味をもって居れ而もそれは皐に政治的犠

カの所在を具象的陀見せたものでるるばかりで放

し同時にまた軍事上の披でもあった。それにも

拘ら十江戸城の景観に於て我々が見出すものは、
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決して: f j i 友る樺カの象徴と云ふ如ぎものではな

い。そとには静な奥ゆかしさ. 深き内閣性、森巌

怒る崇高性などが、総に深々と包まれた白い控や

黒い屋根瓦" P . J . どの構築のうちに、見まがふべくも

えl: < 見られるのである。強い力は決しだそとに露

出されては主主い。主I i って簡素と優美とが一切を包

んでそとに錬ってゐる。限りなく深い内耐性がそ

こにあり 、敬ること を失J l らな い崇高性がそ ζ に鎮

もり薫ってゐ号。日本人は鹿内統一の政様を握り

幕府を建設しても向、るのやうな建築を生みい

だｾ［ｴＭ磁民主主のかとその後展々思ったことがある。

江戸城は日本の械の度、犯から云へば近世式の』夜

明: 建築K 属する。もとより戦争に直接関心をもっ

た構築である。我陵の械の建築が天守閣を袋在的

中心として、石垣をご積み重ね内外の壌をめぐらし

て一つの J儀式を整へ始めたのは、た しか戦闘のづ

っと末主悶] 未明であれそしてとの様式の築城が

績いたのは天正、五C線、} 室長の頃である. らしいか

ら豊織時代から徳川の初期へかけてであって、比

較的短い時聞に突如として輿上 信長に依って忽

九十として完成の j或に準み、そ l J 1れのまま格段新

I  ，い礎化陀も控展にも出な いで、城廓建築 そのも

のがその後は大態打ち絶えてゐるらしい。私が抵

陀見たのは名古屋城、姫路の白結城、岡山の烏丸

和歌山の城、信州の松本の城たどでる るが、とれ

らはー腫どのやうな構成乞もってゐるのでるらう

か。天平時代まで、の城や南北朝の千平、赤阪の主11

き披の組み方から股却して，殆ど一足飛びに桃山

時代の完成態 陀達したとれらの近世的城廓建設の

様式へ護展を 1起したものは、一躍何であったらう

か。一一主ｉｬｬ ｲ 末期に波ってｾミた積子ケ島がそれな

のである。鍵砲の出現は戦術に大きな質化を驚ら

さないで、は[ 置かたかった。飛道具主: 向ふへ魁して

はとれ陀封抗出来るだけの堅本君主城廓を必要とす

ると共陀、遠撃を聞き得る織を枇くととができな

かったの、である。錨砲が近世的城腕一建築を押し出

じた。とれば決して無銭砲な云ひ方では左足いので

るる。ととにも従って我々は錨砲を新しい武器と

する攻撃的意志と、とれを妨宮喰ひとめ或は却っ

てそとから反撃的攻勢に出ょうとする意志との酎

立を、建築そのものの成立の根祇に洞察したけれ

ばならない。ととでも亦建築は劃抗する意志、の極l

教的展開なのである。そとには闘争的意志の異常
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に細かな知性が一々の形成に於て働いてゐる。外

κ 封 R言、して攻防二途への展開性を離する内部的危

意志の有機的組織的友客観的統一荒事態がe . pち妓廓

建築なのでるる。城は併し箪に攻防的意志、の技術

知的結品につきる ものではなかった。それは同時

十亡多くの場合政治的意志の表現であり、その高き

統一- 力の象徴でもあった。而l もそれは箪に最めし

い委とじて議えてゐるのではな く、老松の匁と相

川歩る白と黒とのffJ3位の高い調和のうちに、優美

と崇高との綜合 された形姿に於て深い精紳性を表

現しつづJ立ってゐたのである。

ととるで今日に於ける戦争と建築設; 術、一ーを

とでは恐らく後者.vc於けるとのやうえE ロマンテン

イズムは古典のニ品へ退場して行かたければ. なら友

いのではないで、あらうか。建築様式の成立に射し

て新しく参加して来る制約はととでは云ふまでも

なく高度に稜達した機械兵器、ととに航空機であ

る。それは構築物の地上的露出を依度に危険怒ら

しめる。との黙のみから云へば建築の存夜空聞は

地下へI(色淡しつつるると云はなければならないで

あらう。露出部分は迷彩や陰織を必要とし、また

材料もその構成機式も耐火性と; 爆- 破力陀到する抵

抗性とを強く l要求する。破壊的意志の高度に護法

した技術的知性と、これに劃立する防禦的又は反

態的意志、の技術的知性. 一ーとの雨者の闘争的聯

聞から今日の軍事的構築の一切が創り出される。

さてさうすれば‘ ま? と戦争が直ちに穂カ戟である 今

日陀於ては、一般の建築も亦大かれ少かれの程度

I'C 於て同ーの聯闘に立つよりほかに道はないので

るる。 ζ のやうえE樹立的聯関契機の聞を縫って如

何に益事術的構想力がみづからを護展せしめるか、

そこに戦ｾ，と建 築婆術とし て 闘する一つり重要訟

問題が輿へられてゐると云ふべきでるらう。軍事

上の築構はとのやうえに聯関K 於て既に捕特定E様 式

を住みつつある。トーチカがさろである。マジノ

ラインやジ ーグフリードライ ンなどと云ふ名前を

よく聞かされたが、それらに於ける攻防. 一一挙

ろ防禦的有機機巧は大したものであったらしい。

ととろで我閣の一般住宅友どは、近代的攻撃力の

こりゃうた費量設に劃して如何左足る曲盤的展開を示

さうとするのであるか。誰か別の筆者に起ちよっ

ていただきたいのである。 - 18年 5 月31 日一

〈筆者は 文書匹博士京大教授〉



糞術の尺度的効果と建築様式

護術の尺度的効果とは 、或穣の婆術にあっては

その内容が全く同一であっても尺度如何によって

その美的効果を異にすると云ふととであるが、今

少しく例を傘げて具極的に並べてみよう。先グ珪i

型議事術の内 「寓J l t .J を取上げてみるに 、との場合

小さい原:識で面白いと思ったものが引伸ばしてみ

ると案外つまら友かったれ反射に引伸印識で相

撲効果の良いものでも原喬では一向美しくなかっ

たりするととは篤虞をやる人なら誰しも髄験して

ゐるとと L 思ふ。との原悶は恐らく皐純でないか

も知れ友いが、その一つに撮される針象によって

大きい尺度で効果を出すものと 、小さ い尺度で窃J

果を出すものとがあるととを考へられはしないで‘

あらうか。そして多くの場合前者は細部が明瞭に

されるととによって美的になる如き複穏韓であ

れ後者はその逆効果を呈する如きものであると

云へないだらうか。勿論馬民事事術K あっては複第

鰭の種類. 構岡、陰影等がその重要夜間子とたる

ととであるから一概に上の様lて言ひのけるととは

稽常でなく 、細部を明瞭にするととえ主く摘大して

も立涯に効果をあげ得る場合もあるととは認めな

ければなるまい。然し「細部を明瞭にする J とラミ

ふととを皐に小さくては見えない所主こ大きくして

見せると云ふ謂はど局部的印象上の問題 iて限らすコ

とまかい部分の影や形を明らかにするととによっ

て個々の物韓の量感が増されるととをも思ひ合は

せれば、今の場合も亦大きい尺度を以てして初め

て効果を表はすもの L 範曙陀属するわけである。

而も斯様な関係は所謂引伸印喬と映替との聞にも

夫等の本質的な差異にも拘らす= 矢張り在る筈であ

って映讃の撮影技師はとの謹の微妙主主Z誌を常 l乞念

頭に置いてゐなければ友るまいと思はれるのであ

るが. 自分は寡聞にしてとの方面の人の見解を米

だ知らない。叉「繍喬」に於ても多分陀との接見主

寺 問 四 志 猪

性質があれ傑れた帯害震はとの針象はどれ位の大

きさに描けば最も効果的であるかをその手法に感

じて即座に且つ誼確に直観するのではなレ、かと云

ふととが展覧曾友どを観てゐると感じられる。即

ち細密措第の白木蕎では描くべき針象の現尺に腔

じて帯幅を大にし而も i慨して現尺よりも大，きい尺

度を以て表現しなければ効果がt.r.. いと云ふのが原

則である様に思はれるし . 一方印象的な洋誌では

会程大なる害訴幅を必要とせ宇多く現尺以下である

が、それをどの程度に縮tJ 、するかは封象によって

異ると矢ふとと佐原則としてゐる様に思へるので

あるけれども、斯様な服、fl .l Jがあるかないかは兎に

角として少くとも美しい績では待問. 素 描、色 彩

等の諸要素の外貨物と需' ; ( ，敏との尺度開係がうまく

行ってゐると自分には感じられるのである。さら

に選んで「彫担」に五つでも同様であって、例へ

( ゴ人像等の場合室内向きの彫像塑像は家内に於け

る遁22・t : r . 視距離から観て又記念像の如きは憂座そ

の他環境による遁営視距離から仰いで官会り等身を

超して大きく見える時，は寧ろ怪異君主感じがして←

向美を味ひ得ぬととを時に瞳験するととがある。

尤も悌後はとの限りでなく、大きい悌像を仰ぎみ

て之に怪異を感じ殺り友どする人は恐らくあるま

いと思はれるが、とれば人聞を摘出したものでは

なくて吾々の理想憧慌を人の姿を借りて表現した

ものであるからであらう。

融って抽象的慈術である「音紫」についても一

種の尺度的効果が指摘出来るのであって. 音書終の

場合の尺度は勿論視覚的I或は昼間的なものではな

くその音量にクトなら主主い。即ち交響繁にはそれに

相癒した音量が必要でるり、室内書誌には室内繁な

りの遁堂君主音量と云ふものがえ主ければ主主らないと

思はれる。之は必克個々の楽器が出し得る音の大

きさに関係するものでるるから濁奨とか稿唱とか
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の質演の場合は音景による効果の差はそれ程に感

じられないけれども、それにしても奏者の技怖や

繁器の品質に可主主りのｉｉＭｾりがあるため音置がその

雪終的相態であったり友かったりする結果として 、

美しさを異にする例は現に鹿身髄験される所であ

る。それが重奏合奏の曲になると、一流の奏者主主

によって演じられでも 、各種繁椛の敵如何によっ

て相営効果を異にする様であれ我関では斯様な

比較を責演によって篤し得る便宜が得・られないた

めに多少遁確を続く憾みがあるけれども 、一様に

縮小された菅熔陀よって比較して聴く時普通の蓄

音機で、は如何程大菅畳間次込んだものでも質演同

等には再現し得ない陀拘らす示、重奏曲を合奏でや

ったり、古典の管絃繁曲を大管紘闘で演奏したも

のは何となく木来の美しさを持たない様な焦がす

る。元来青紫と云ふ察術は時イt を距てる時は勿論

同時代に於ても多く作曲者以外の情究者によって

聴者に奥へられるものであるから、誌に所謂奏者

の解持主主る問題が介入し、時に演奏者無用論など

が飛出したりするけれども . 結局者柴は作者と奏

者との意気が海然一慢となって美的緑樹祭tを醸し

出す婆術であり、従って不完全な記載方法である

業需に島氏に忠3をな演奏が本来の美し 6 を持つわけ

のものではなく 、y . . . 例へばベートヴエやモーツプ

ルトの交響繁を安時の繁器を用ひ、且つあの時代

に普通な童話員数を以て演奏したからと云って必す. '

しも現代の喜々の耳陀快く響くとは限らないであ

ちう。との知音繁に於ける本来の美しさと云ふと

とは非常陀厄介主主問題であり. 或幽の標準的演奏

などと云ふととは特に時代を距て L は言ふべくし

て至IJ 底得られぬものかも知れ，ない。それにも拘ら

すτ 苔ー々は少くとも自分はぺ」トヴエンをたピ ilt 大

に演奏してしまったのでは其所に六典らしさ或は

ベートヴヱンらしさを感ヂるととが出来ないので

ある。普通Jlt 大友演奏と云ふと解稗上の言葉に怠

るが、と L ではその様な意i川、でなく 、音の響きを

含めた音号. の過大を指してゐるのであって、或人

が何庭かで、「ート八世紀の探繁曲は客聞に於ける演

奏効果を 、十九1世紀のそれは営時の演奏舎場の演

奏効果を 作曲者が意識した上で作られたに蓮ひな

いと思ふ」 と云った意味のととを述べてゐたのを

記憶してゐるけれども. 自分も確かにさうもあら
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うと芳へる。従うて現代の或演奏舎場に於て同一

般態の聴衆陀封し現代の菅豊能と過去の音業とが共

に演奏されるのを簡はしとする以上、音紫家は勿

論のとと苔・々建築家も亦聴衆堂の残響効果を十分

顧慮し. 設計上、設備上可及的高金を期する必要

があると思ふ次第である。それはさて置き以上は

策曲の同「種類内に於ても時代によってそれ相臆

の音 ｾ ￭ｬＺ が必要で、あるととを示したのであるがＮま

して喫曲の種類が異なれば必十夫々に趨営な音量

と云ふものが考へられる課で、 とれば明らかに所

謂再生音繁の効果上の問題である。即ち音盤に或

はフィルムに録音された音繁を再生する時には夫

# の賃演時の音量を再現しなければ十分に効果を

穆げ得ぬもので、従って乙の場合は舟謂生の菅紫

と違って演奏の美的効果に就き客観的な標準が大

田骨存;在すると言って宜いであらう。そしてとの事

貰は音繁愛好者のひとしく認めるととろと思ふか

ら、 乙れ以上喋々するととは附するが、た r 多く

の映篤技師が無神経か職務に不忠貴なために兎角

映帯館に於ける再生音繋が音畏大に過ぎて時に不

愉快を感歩る程であることをとの機舎に述べて置

ぎたい。

さて「建築」委事術も亦上述。の畑き尺度的効果を

有する乙と明白であるが、建築は造型謀術である

一面K 於て描務的. 内' 容的でない鞘音繁と共陀形

式的事術の剖瀬に属し、従ってその美的乃奈多術

的効果は視覚的でありながら音書憶に近い性質を持

つもので「建築は凍れる音繁怒り」と去はれる所

以は蕊にある。即ち建築が美的であるとか. 婆術

であるとか判断される時その判断の根躍を反省し

てみると、絡橋等の場合の様に或外界の物象が美

しく摘窮されてゐるとか、婆術的に表現されてゐ

るとか云ふのとは全く異つてゐて、青空終と等しく

吾川てよってとの1忙に創造された也の L 存キの情

緒に及ぼす効果如何によるとテミひ得るであらう。

それ故に或建築者造型の木来の美しさと去ったも

のも音楽に於けると同じく他の造型慈術l乞於ての

様に自然或は描窮されてゐるもの L 質物から之を

感得するとと不可能で、あれとの鼎建築美は自然

美に似た性格を有する様に思はれる。

それは兎に角として建築の吾々に及ぼす尺度的



効果に就て考へてみると 、それ陀は総誌に於ける

如き平面的な場合と彫塑陀於ける如き立髄的念場

合とがあり . 而も後者にはさらに量的効果の伴は

れるととのあるのが判る。例へば街路に面する商

庖の前面意匠の如きは殆んど平面的であるから開

業的陀之を扱ひ、 x その効果を考へるととが出来

る様でるるけれども、建物の外廓が見える時には

その効果は勿論立髄的でるり、而もその規模が大

になると形態感の外i乞量感を伴って吾々に効果をと

及ぼして来るのである。従って商居前面の意匠設

計をする場合主主どは唯 2次元の尺度的効果を注意

すれば殆んど足りるわけで、あるが、その他の場合

には開i面陀於ける 2次元的効果と貫樫に於ける 3

次元的効果との相還を酒確に把握して置く必要が

あり 、 さらに貫聞がE 大友時にはその事: 的効果を

も併せて致見してか L らねば友らな いで、あら う。

今若し設計に際して模型を用ひるとすれば立閥的

効泉をそとに現はすととは或程度可能で、あるかも

知れたいけれども 、如何に正確に模型! を浩つでも

景的効果をそれに搭るととは全く不可能と去はね

ばなるまい。一関岡商と云ふものは ( 模型! でさへ

もさうであるが〉記鍬用体主宰用以外は建築物を I只

買に構築するための手段に過き' ぬものであるから

問商に描かれた建築がいくら良い効果をもってゐ

ても . それの貫現されたものが同じ効果を持たな

いならば何陀も主主らない課である。にも拘らすてt 軒

々の眼に蝿れる範閣に於て如何にも岡商に捉はれ

たと感じられる建物が相営ありはしたいだらう

か。又之とは違って外閣の様式を借用して来る場

合に原作の尺度を無視したために或は質物に就て

その立髄的効果を把握してゐないために箪なる装

飾乃至は附加物に終って失敗した例もあるのでは

ないかと思はれる。互支は叉新しい建築形態を生み

出さうと努力しながらも、それを小さい闘前や模

型で弄んでゐ ろ! 乞とピまれ 現賓の量感I' C j- g; 想像

が届かな いためにその成果が結ぼれすτ にゐる場合

もあるかも知れ主主いL . . 一方之と反封に競技設計

の際主主どその建造物が貰現されれば良い効果を持

つものであるのに岡商ではそれが判ら放いため不

幸にして濯陀洩れたと云ふのも恐らくありさうで

ある。

所で自分はかねてから以上の如き建築造型観在

抱いて居りながら 、未だ多くの責例を蒐集する[ l ) j

にも至らすヘ且つ叉西欧の傑れた建築を貫見する

の幸運にも恵まれえにいので; ; . _  f喰斯く考へると云ふ

程度陀と Y まって、それを賃詮し得ぬと とはまと

とに遺憾で、あるが、然し最近板煩; 鷹穂氏の近著で

ある 「建築 J ( 育生枇弘道閣刊〉を繁しく誠み味

ってゐるうち上越の翻想、に封する一つの賀誰とも

汚られる文章に出逢ひ 、非常に興味深く感じたの

で . それる次 lて掲げて参考に資したいと 思ふ。

古脅の筆者に就いて真備を鑑定する目標の一つ

陀「核ー窓のくづれ」と云ふものがある。原作 を捌

く場合陀は、そのときの必然的僚件に規定されな

がら製作するから偶然に生 じたやうな不自然さが

ないが . 模篤をする場合には脅工の仕事が機械 的

になるため 、気付かぬ不在主意によって生する不自

然な( 問所が、何等の必然性1 i しに混入して来るの

である。( 中間骨)

然し 、 ζ のｻ模ｾのくづれ」に類する現象 ｬ 式 、

現代田木の欧風建築にも随分1t ぃ。その中で特I-C

眼陀つく一つの例は 、三菱銀行木底の正面にある

柱廊であらう。東京市鹿舎の雑多な建築群と向 Eλ

合って建っとの大銀行は . 内部の設計が如何に也

快 し そ の 射 で l念、 日木にある銀行建築の中で一

番俊れてゐるかも知れない。子商設計が簡 明で、使

ひ良く 、意匠が上品で、落付レてゐるむである。と

とろが、内部と反3討に正面外部に並ぶ石柾は、 イ

オニア様式の拙い「筏篤」にすぎや. 伊J となく懲

鈍主主印象を奥へるのである。

此農に 「粧の A B C J を繰り返すわけではない

が、元来イオ= ア式の桂は、あの桂頭の特殊な性

質と柱斡のエンタシスとの具合から 、非常陀使ひ

にくいもののゃうである。ギリシヤ' . { 晃代の製作に

なる模範的主主イオェア桂を 1; 本だけ取り同して即

物館内 l亡陳列したのをみれば解るが. その位 i工、

建物のエレグエーシヨン全韓の中 l乞組み込んで、始

めて、その典稚な魅力を表示する性質をもってゐ

る。そとで、 イオニプ桂を使ひとなすためには .

1木の桂そのもののモルデイングやプロポーシヨ

ン生課り友く設計し施工するととは勿論であるが

それ以上t亡、 との佐を幾木か並べたときの効果と

建物のエレグエーシヨン全慢の 中i亡をとさめたとき
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の具合とを 、極めて的確に考慮して置かえk ければ

ならえt い筈である。従って若し偲りに 、三菱銀行

の設計者と施工監督とがイオ= プ桂の「常識」を

忠1 t 陀守ったとしても、あの建物の外観が何の程

度に引きしまってみえるかは解らない。それほど

にイオニプ式の桂はむづかしいのでるる。

(20.21頁。「柱 j の一節〕

ローマのパラツツオ・フプルネーゼが東京の丸

ピルと殆ど同じ高さだと云ふととは、コントラス

トの興味を著しく感じさせる事質である。丸ピ ノレ

が 8階なのにフプノレネーゼの館が僅かに 3 階だと

ラモふためではない。建物の前に立って見上け' たと

きの効果が絵りにも相違するからである。

方形のE 面をもっ1 f t 純えに形の建築にとれほどの

気品と威力とがあるかーーと不思議に思ばれるほ

ど、フプルネーゼの官官:1会常々たる縫婆を示してゐ

る。ローマにゐると誰でも大きさの尺度の感じか

たが著しく餐・り 、数字的に録程特別なもので友い

と大きさの質感を l川、はないのが普通である。が.

それにも 拘らすてて私は、 フアノレネーゼの庚場に唯だ

明り立つであのパラツツオをi - C j J r ! ながら、脆拝し

たくなるほどの巌粛さを貰際陀経験した。 100 尺

に足り主主いとの建物が、私の記憶の中では 、限 P

えにく高まる壁面の塵迫感として残ってゐるのであ

る。

大きさの効果を故意に殺し建築固有の品位を強

ひて卑下してゐるやうな丸ピノレと、あのフアルネ

ーゼの館との相違が何庭にあるか? 一一と云ふと

とは、非常に面白い問題でるる。然し 、雨者の建

築的効果を構成する複雑徴妙2主要素を分析してみ

ると . 怒と壁とのプロポーシヨンに大きな原因の

1つがあるととは直ぐ解るであらう。フアノレネー

ゼの館の窓は、横列にしてみると相互の間隔が著

しく狭く 、縦列と して考へると上下の間隔が非常

に庚い。高さを強調してみせる 1つの秘密は、責

にとの「窓、と壁」の割付け lて存するやうである。

(26頁。「怒と壁」の一節)

エジプトの支配者がj主管させた陵墓の形式を上

古期から近古期まで詳細に辿ってみるとすれば、

. 政教の機構から風土の特質までを含む複雑君主事象

yl a  

の反叫を見ることが出来るわけで、ある。マスタパ

期の陵墓につづいて、サツカラ 、 メドウム、ダシ

ユーノレ等に散在する各種のピラミットを並べ、ギ

ゼーに残る正方錐鰭の陵墓を最高の殻達段階と見

倣す考へ方は 、 との地方の自然的環境と閥係させ

てみるだけでも極めて根本的な建築形式上の問題

を含んでゐる。

カーナポンの世を去った翌年の秋、私は渡欧の

途中エジプト陀より「見物人」の中に混じってギ

ゼーのピラミットを仰を、強想を遁か陀超越した

深 lハ魅力終撤したものである。先輩の好意に導か

れて美術史の講義友どをはとめた頃には「造型的

殻A の段階」と云ふやうな類型を机の上で、弄びな

がら、ピラミットの持つ箪純主主幾何悪形態を建築

構想、の幼稚さ陀蹄してすましてゐたものだが、貨

はその単純な幾何感形態がエジプトの陵慕と建築

としては庭も蛮達した段階を意味する。それを騎

院の背上で始めて感じたのである。考へてみれば

甚だ滑稽友話であるが、とれに似たやうな錯誤は

外遊以前の私ばかりで友く 、間近に住む欧酬人の

凄いたものにも折々散見する。

カイロからポー トセ シ トに出7ヒキコLは、 ピラミ y

トの量的効果を感じるに相磨、しい潟耳石と求めて暑

い街中を歩きまはったものである。… … … …

(124頁。「墓」の一節)

とれら板垣氏の言葉に少しく蛇足を加へるなら

ば、先づ過去の様式の効果を現代に生かそ うとす

る時に金程としての具合を考慮し君主ければたらぬ

と云ふ問題は稿りイオ= プ式の場合に限らや. fYJJ 

へば誌にパルテノンと全く同大の正面があったと

しても 、それにパノレテノンそのま L の桂列を用ひ

て果して効果があるかどうかは矢張り疑問では友

いだらうか。まして桂高が相違して来る場合など

はその他た如何にすれば宜いか。 ドリア式の佐は

その大きさに関係主主く 、常にパノレテノンの桂に於

ける比例を保てば美しいので通うるか。 一概にドリ

プ式と云つでも 、事: 貨は遺構毎陀各部の比例その

他細部をも異にしてゐるととであるから、とり桂

式の「常識」と云ふものさへ建物全憾の効果を離

れて普通的に定めるととが出来るかどうか、ギリ

シヤ吉建築を眼のあたりにしたととの友い者には



推断するととも許され主主 い様な菰がする 。

叉フプノレネーゼ館の威容陀しでも 、それが窓、と

壁との配置に於ける比例開係陀よって高さが強調

されてゐるの陀困ると考へるととも Ｍｾｊ 貼頭ける

所ではるるが、第一- 丸ピノレ程の高さ陀窓が三尼子し

か無いと云ふ号室と窓との箪君主る面積上の比例のみ

によっても相常壁画の景的効果があるのでは ない

かと自分は想像し、而も斯様な効果・に就ては大阪

にある或銀行建築が建築意匠に鈍感で、ない素人の

聞で可えにりi i - ' f 判のよい事貨の原肉を分析してみる

時、割合手近にもその賢例がある様に思はれて興

味を感十る。そしてさらにフア ルネーゼのその威

容は同氏の別著「建築の犠式的構成 J 25頁に掲 げ

られてゐる比較的大きな寝耳やフ レ ツ チ ヤ ア の

「建築史」に載せられてゐる問面からでは( 詩書

には窮民もある) 、その隣りに普通の 3階 建 家 屋

が恐らく比較のために撮され、或は描かれてゐる

にも拘ら歩、:本物を見たととの友 い者にはその質

感を想像するととが頗る容易で友 いととを知 るの

である。まととに建築の窮民主主どと 云ふものは、

貨物を知る者にとって思ひ出のよすがとなる便宜

があれ父専門家陀とってその局部的手訟を参考

にする上で役立つとともあるかも知れ主主 いが、 そ

れに似た様なものすら知らな いお-ι 到して宜物の

持つ建築的効果を如質に示し得るか否かの結に於

ては殆んど無力に近いと云つでもi & 言ではないで

あらう。斯様に考へる時、ピラミ ツドの量的効果

を感じるに相感しい潟震を求めて街中を歩きまわ

られた板主亘氏にとの問題陀到する意見を伺ひたく

なる位である。

さてこの拙ない試論を終るに際し、 との動筒Lの

さ中 K 建築様式と云ふよりも寧ろ一般的に建築形

態が持つととろの尺度的効果と云った問題に就て

時間と努力を費すととの目的た少しく並べて置き

たい。

吾々は今や綴夫元主る大東i l l ! の新天地に於てその

斑主として種々主主る建設事業を指導途行すべき段

階陀主主して居り 、堂然その中には建築的浩型の部

門も含まれてゐる響であるから 、吾ー々建築家は比

島に馬莱陀スンダ諸島に米英蘭人の手に なった既

存建築群を向ふに廻して、 日オ主的造型精神 を遺憾

君主く殻揮させた吾々の建築を土宣告著して行くべき傘

い使命を負ふものたるととを自費しなければなる

まい。との秋にあたって、内地に於ける諸種の制

限から開放された宏1¥士雄海君主る建築を構成するた

めに高暢澗達主主構想、を構想を繰って準備するとと

は、閑人の遊戯どとろでは及く寧ろ圏威宣揚のた

めの重要なる一案件であって、皐舎に於ても既に

研賓題目として採用されてゐる所以である。従っ

て既存の建築に就てその外観の有する尺度的効果

及室建築的効果一般を比判し、叉その良好主主る責

例の繰って来る所を洞察せんとする試みは、草に

美率的、謀術率的な目的のみを持つものでなく 、

貨は「プラマンテの中陀建築家として彼の時代の

建築界に贈るべき理想、を見出した」建築史家ガ イ

ミユラーに似た技術家としての希望から 、吾々の

手 K 委ねられそY南方建築界に贈るべき理想を見出

さんとする大らか主主目的を有するものと言ふとと

が出来るでるらう。 18. 6. 3

く筆者は 立命館日 ii 結商工敬授3

一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一
一一一一一一一一一一一

糊 づ け に よ る 合 成 材

東京閏黒、 農林省、林業試験場にては場長藤岡光長博士、 i松島鉄也技師の過去 5 ヶ年聞にわたる不携不

屈の研賓の結果、 全然無償偵とされてゐた間伐木の IJ ‘ 径材を尿素とフオノレマリン縮合罷陀よる糊づけに

よれ菩建築界にとり霊期的とも 云ふべき 11 糊づけ建築 11 が誕生した。 iiff 賓の告余地はまだか友りあるが、

長さ 5聞の梁は巾5.6寸、厚さ 8分、 長さ 6尺叉は 12尺の板64枚を貼り合せて出来たもの、 とれで積雲

30 )11、風速18米の風雲に立派に耐へ得る計算が出来てゐる。
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新 秩 序 建 設 期 の 建 築 政 策 小 泉 嘉 四 郎

戦時下l亡於ける建築に就いてと云ふ編輯係より

の課題であるが、凡そ戦時と謂はれる意にも武装

防衡を第一義とすべき第一の段階と、それに次い

で建設経替を第一義とすべき第二の段階との二期

1濁に分けられるであらう。

建築はその木質として、嚢の第一段階の期聞に

於ては唯に従属的役割を演す= るに過ぎや、その木

質的任務主課されて本格的重要性を殻障するのは

第二段階に移行したる以後に於て Y ある。従って

こ』陀は第一期聞の建築問題I' C 就ては論及を J 七め

新秩序建設経替の時期に於ける建築政策の理想、を

探り上げるとと与する。

公 共 住 居 へ

ζ の度。戦1 i ' の意義のー商は草E来の所謂{ 同人主

義的思想の克服と云ふととる陀懸って在る。との

戦争を契機としてわれわれは抜本的に偶人主義思

想を清算し 、 撤底的に批舎金時主義思想陀鍛へi宣

されなければ友らない。

「個」から「全櫨」へ。人間生活の根元在鴛す

「住」も亦、世主然孤立から共同へと向ふべきであ

る。‘ 過去に慣らされたる人々は往々習性的に住居

の共同化、公共化を廠悪しゃうとする。問く「共

同住居はわが閣の家族制度と相容れない」と。だ

がとのやうな頑迷とそ買は家族制度に名を蒋る過

去の個人主義理念、のー蟹形に他なら主主い。

如何に古き理念が喚かうとも. 今日共同住居は

最早個人的意欲、個人的趣味性を超越した「住」

問題の必然的動向と友ってゐる。 i 佐」の共同化

公共化に依る合理性、及び、とれに枠ふべき祉舎生

活施設の完備 とそ将来の人間生活の幸帽を約束す

る大いえ主る ホープである 。
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公共育児所の開設

E見: : f . E の二子供は車十亡一家庭のみの子供では主主く、

最早金髄枇舎の子供でるる。彼等は成年十亡主主する

と同時に全慢枇舎の篤に奉仕するを第一義とすべ

き少閑民なのである。従ってその幼年期陀於ける

育児責任も唯陀一家庭のみの負課に委ぬべきでな

しとれに劃して出合穂市士舎が保読を輿へて然る

べきでるる。

将来の全信jfd: 舎に封してわれわれは是非共公共

育児所の開設を要求し度い。( とれば上症の如き

枇舎金曜主義的意味に於てのものであれ決して

慈者救済的意味に於てで、はない。〉 育見事業も亦

夜来の家内手工業的方法から金程枇合的大量生産

j j"法へと設展するのである。斯くして始めて次代

闘民育成事業は努力的にも、資材的にも. 時間的

にも合理ー化せられ と L に生歩べき自余剰はとれを

増産部門へ、 ｬ 厚生部門へと振り向けられ得るにヨｾ

るで、あらう。

術更に注目すべきととは、現在の育児責任の個

人的負檎の重荷に酎する憂慮から多くの女性乃至

家庭が解放されるととにより 、明日 の人口出生率

を激増せしめ得られるであらうととである。

公共厨房の普及

古Ij 項の公共育児所の開設と相並んで、‘ 公共的炊

事施設の普及は現在の家庭陀縛り付けられた女性

主主を恐雑主主るドメステイク・ワークから解き佐ぐ

してその相営努働力を祉合的生産事業に時化せし

め得るのである。

( 現在、一家僕の食飼を賄ふ需に各戸毎に少く

とも一人宛の婦人が蔓所で働いてゐるものとすれ

ば、大阪全市に於ては凡そ 60.0000 人の女性が厨



Z号勢傍Jの震にその半日を費消せしめられてゐると

とム友る。

今若し 1000人分の容量を持つ公共 l王子房を開設す

るものとして 、各々の施設に20人宛の厨房努働者

を振り常てるものとすれば Ｎ 大阪全市に嬰するＪｾＡ

厨房努働者数は約 60000 人とえ主1 ) 、差引540000人

が節減され得るとと主主主る。

則ち公共厨房の開設により )Jl 干r : 厨房傍倒に従事

しなければたらない婦人の中の90パーセントが全

く萎所から解放され、従って ζ れだけの相官2・エネ

ルギーが他の必要部門に振り向けられ得るのであ

る。)

女性が家庭ーを出るむとに劃して或る人達は一一

特に女性の側陀於いて一一採念を挿むかも知れゑ

い。だが、女性が枇合的生産事業から全く遊離し

て家庭内に閉ぢ能ってゐるとととそが彼女主主の今

日までの隷属的地位の虞の根丙を得してゐるので

ある。女性はその初j 努を通じて杭合的生声告にまで

参喜刻する時始めて人格的人間へと解放されるに表

るであらう。而して隷属的女性より人格的人間へ

の覚醒は則ち会人類( 男性をも含めて〉の向上と

幸帽の道へ通じるものであるだらう。

術との公共厨房問題はとれを寧に建築経済の商

に限ってみても建築面積の大怠る節減の可能性が

珠想されるのマある。

( 現在、各戸毎に平均 2 坪の華所が設けられて

ゐるものとすれば、大阪全甫の綿厨房面積は凡そ

ＱｾＲＰＰＰＰＰ 坪と なる。今 ＱＰＰＰ 人分の容量の公共厨房

施設陀50坪宛を営てるものとすれば、大阪全市に

要する綿厨房面積は約150000坪となり、差311050

000坪即ち87.5パーセ ン トの節減が可能となる口〉

更にまた、斯の大量炊事法に依り食飼材料、燃

料、 7k等の節約、1 ft芥慮理の簡易化が膏らされ得

るととも見逃すべからぢる 利黙である。

公共社交場の活用

人間協同生活にとって重要なるものであ りなが

ら併かも現在のわれわれの周悶に倣乏してゐるも

のは祉交施設である。最t交場の不完備 I' C よってわ

れわれはどん 主主陀 多くの協同生活の鰍びを ξ スし

てゐるととだらう治、

I凡平Eに於ても 、特殊職域人のための社交場( 例

へ( ' ; ( 建築↑ 布令員のための建築クラプ主主主ど〉とか

特殊資格人のための社交場( 例へ ば 感 士 食 館 な

ど〕とか、或は叉菰-酔客相手のインチキ社交場L所

謂 /1社交喫茶11 友ど L 栴するものがとの一例であ

る) 主主どが存ヂE してはゐる。然し未だその人間 協

同生活に封する意義も充分には稜揮されてゐt . r . . い

し、而かもそれ等を利用し得てゐるものは健かに

一部の人主主のみに渇き' たい。

われわれの新らしき全鰻日; 舎に有たせねばなら

ないものは真に民衆のための気趨にして完備した

る公共和Ｚ交場友のである。其庭に於て 、 心 ｬ 乞寂ｾ

を感やる者-は新らしき知己を識り得るであら うし

趣味を持つ者! 士同好の士と共に愉しむととを得る

だらうし、人生の }'fi / i ' ，を求めんとする者は健全な

る憩愛を経て民疋の結婚に豆電るの機を見付け得る

だらう。

われわれの開聞を! 針界に模範たる新秩序枇含た

らしめる得に是非共公共社交場施設の完備に努め

なければならね。

公立劇場の建設

場j 事事者に酎して最・も効果ある厚生手段であれ

民衆陀針して査をも効果ある教化手段である舞惹・文

化は、その枇命的意義の貫要性にも拘らすヘ未だ

わが闘に於ては公共事業の針象としては認識され

て居らや、全く管利;事業の針象として業者の手に

放置されたま L である。

( 既にイタリ ーにはドポラボ ーロ ，i1il J努後事 業

開11 あり、 ドイツにはクラフト ・ドウノレヒ・フロ

イデ ，，1飲客力行問 11 あ り、共に強力君主関家的厚生

運動の一翼として舞華文化を重視してゐる J

上越のやうな現il 犬の摩IJ 界に於ては、先歩利潤を

無視しずじか L るととが出来縫いと云ふ理由から必

然的に舞華文化の純粋主主向上準展が阻害されるむ

己むなき場合が往々にして生じ易いのであるつ( 今

日の演劇評埋まの一部では「商業演劇」則ち「卑俗

演劇」の同義語であるとも解されてゐる程であ

るつ〉 舞嘉文化の純粋主主る 向上 と. その教化カの

ー金怪枇舎への均然とを目指 さんには必ややとれを

公共的事業の針象として採り上げたければなら友
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いだらう。

舞華文化事業む公共的運瞥に開聯して大いなる

姿を主主して現はれる建築問題は公立劇場( 閣立劇

場. 市立劇場等々〉の建設である。との劇場の計

霊に営つては最早如何にして観客座席数を大友ら

しめるかと去ふととのみに腐心するの要は友くな

れ専ら劇場計霊としての木格道たる演出効果の

昂揚. 視聴僚件の快油性. 集合111線の合理化を純

粋に這究すればよいとと与なる。

現代科県の到達し得た最高水準の機構を有っと

の公立劇場に於て、あらゆるジャンルの劇闘を集

建 築 撃 徒 の 今 後 の 抱 負

建築祭徒は今や図書長を常に自己の念頭に置いて

建築患を感ぶべき決定的必然性に到達したのであ

る。やがて拳闘を出て、戦争と云ふ聖なる大業下

一歩一歩建設のE 歩在進めつ L ある日本に於て、

建築を渇して、第一報将兵に決して劣らざる働き

をt せねばならえ主い、吾々日本の建築与ー徒は. 今後

とも強烈友る愛園心を持って泉問し、鍛錬して行

かねば怒らないのである。それ故、私は建築皐徒

の今後の抱負の基底を成すべき. 来校l乞於ける建

築皐徒が、如何なる態度を持して建築撃に精進す

べきかを、先づ湾察し 、その考察の内に今後の 抱

負と言ふべきものを含めて行かうと浮きへる次第で

ある。

現在の建築暴徒 l念、言ふまでもなく載さ事1下と云

ふ僚件の下に拳んで居るのであって、常陀臨ｾ ｾと

建築、図家と建築、民族と建築、図土と建築と云

ふ大きなる課題を感じて居る時代的必然を背負っ

て居るのでるる。それ故、自由主義的経済下に護

達したる、現在の建築諸県に劃して、その高度の

皐間的精華を把握するに際しある立場に毅然とし

VI 1  2  

めてコンクールを催すなど L 云った想像も愉快な

ととではるる。

以上将来の建築問題に就いて平素から漠然と思

汚してゐたととを編輯係より慾漉せられるま L 一

文 l乞縛めてみた。未だ杜撲主主尉も齢くないではあ

らうが、たピとの方向陀劃して今後有識の士の閥

心を喚起するを得れば幸甚の歪である。

(1943.6.4) 

( 筆者は 大阪市技側、建築部防火改修課勤務7

富 岡 洋 治

て立って行かねばならないのである。 即ち紅舎に

於ける建築の現存Ｚｾうる位置を認識しながら、建築

の目 的. 建築の理想、を把握して行かねばならない

のでるる。さも主主いと ffii 舎に 出て活動して居る建

築関係、の人々が. 大きなる閣家要請に答へて. 間

味ましき働きをたして居るのに、濁り建築畢徒の

みが古き設に閉ぢ簡って、自己本意の勉強を績け

る結果と君主るのである。逝に言へぽ、此の建築の

目的を県生時代に、確りと信念に迄把握する事は

吾々が一歩世の中に出た時、傘き日本の震に今迄

より一月告の御車公が可能となるのである。勿論、

建築の理想、をと意識的に把握せ歩とも. 例へば、構

造方面の如く吾々の皐ぶ事が、殆んど直接園防の

震に役立つのであるが. その場合陀も、建築の目

的、理想を明確に意識する事は決定的に必要なの

でるる。

建築の目的、建築の理想とするととるは即ち.

郷土のよりよき建設と云ふ事である。それ以外に

建築の現段階に於ける目的はあり得たいのであ

る。建築の闘防よ陀内める役割、即ち防空使命、



都市疎開使命、住居建設使命. 直接的K は陵務箪

fr : 愛せする使命等すべては、建築のよりよさ郷土建

設と云ふ大いなる理想、の具瞳的方策の表明 K 過言F

ない。皐的に言ふと 、大邸宅に自己の設計意欲を

向ける事以上 l亡、図民の、l ! il ち、日本の人口的主

鰻構成たるべき、中流園民の住居建設に建築家と

しての情熱を燃やナ事である。建築事徒はか 与る

情熱を持つべき資質を得 べく 、感ばねばならな

い。換言すれば建築自盟と、建築を動かナ建築外

の諸力との開1鮒室、それを通じて建築活動の原動

力を見安め、そして その原動力の 、建築に要求す

る手段、方向の健全なる事を強く葉求し、その妥

請 Sうるや立ちどとるに、答へるべき建築の綜合的

型瞳完成に向って努力せねばならな いのである。

その原動力とは即ち経済であり、それに先行する

政治力である。幸ひたるかな、戦争下政治力は菌

防園家の建設と云ふ雄大なる整業を、虫11何にして

もやりとげねばならぬし、又着々やりとげて居る

のＧｃＧｾうる。

園防園家建設は又図土言十をと密接なる 開! 系金持

って居れとれ無くして園防圏雲震は確立し得主主い

のでるる。一方建築は園防園家の基盤たる、より

よき郷土の建設と云ふ使命の現宜的具櫨方策の問

鵠として、前言せる如l く. 軍の作戦要請への艮p熔

都市住居問題、農村住居問題、それに附随せる人

口問題、健民問題等の諸問題の賞作的解決、又防

空上より妥請- される建築物個々の火災防止針策、

引いては者s市分散、者f¥市緑地、都市安地、解決の

諸針策、又防安上より生じ、その上粧済立地をも

考慮しての工業地ブj 分散の 二!=_j 策、又建築生産の近

代化、工業化の研賀、あるとキは建築物の、厨土的

地 盤 l乞立つ日本人 K 輿へる 、表現的、精神的影響

効果等いづれも園土計君主と 密接に闘聯がある如く

考へられる。私は事質建築の目的たる、よりよき

郷土の建設と云ふ事は閣土計養に如何に建築が働

くかと言ふ事に喜うるとも思ふ。

過去の資本主義吐舎に於ては、建築の諸活動分

野の、他の資本主義的活動商に比しての建連性を

建築が土地陀密接に結合して居る事に錯したので

お 。 し か る に 今 や、建築は土に束縛さヰ、土地

l乞結び若いて居るが故K . 新しい意義を見出すの

である。 土は歴史を嬬ふもので、あれ新しき文化

は地理的自然たる土を忘れる事は出来ない。 血 に

よって形成されたる民族は、土によって自・覧され

る。土の伶大左足 る慣備を建築に意識せねばならな

い。よりよき郷土はそとから作られねばならな

い。建築家は住居の地方的性格をそとから醤見し

健全君主る住居のあり方、住まい j jーを地方的風土に

結びつける稼陀努力するのでるる。又そとから 、

都市自櫨の問題、都市と農村との聞にわだかまる

諸問題への建築家的洞察占ごなし 、建築的解決の二}j

築を樹立するととが可能となるのである。

妥するに園土を1 Px 環境として把へるのではな

し主慢的なる基盟として把握し、そとにあらゆ

る建築活動の根源を認識すると云ふ事が大切なの

である。

以上は抱負ではなく迷忽と思はれるであらうが

私はどうしても建築をとり角度から把へるべし

今後とも考へて行きたいと思ふのである。最後に

住宅管園はとかくり扶汗をかうむって居るが. 問

題はその背後の政治であれそとから生十る経済

である。喜々は政治の妥求するや、それに即隠す

る建築技術を確立する事が念務でるる。客人到来

の前に磨、接の用意が必要である。

( 筆者は 京大建築皐科感主主)

一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一
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鞍 時 建 築 規 格 に 就 て

1.  長期鞍と鞍時規格

近代戦が長期載であり、大消耗官民であるといふ

ととは、支部事費、の賀初から既に慌傍されて居た

所でるる。然しながら我閣員が之を事賓として腹

にとたへて』覧ったのは、日午年 8 月以来の西南太平

洋に於ける日米聞の血の激闘を経験してからでる

ったと思ふ。そして戦時規格の問題が生産、建設

工業の至宝分野を通じて漸く重大視されるに至った

のは此の時期以後であったと思はれる。

元来今次戦は深刻君主る思想戦であると共十亡、居

中調停者の全くない戦であるから 、敵図民の結束

が崩壊するが如きととえEきかをり、何時果つると

も左足き長期戦なのである。此の苛酷t ; . 長期戦を目安

ち抜く篤めに必要注物的戦力の増強は、一面大消

耗を補填しつつ他面建設を成就し得るときにのみ

可能友のである。さもt ; . ければ消耗の揚旬、何時

かは疲弊の極に達するであらう。そして大東亜戦

争は今明年がその蹄趨を決する放重大な決戦期で

あると云はれて居る。今や限られた資材と要員と

を以て、敵の，也大友生産力を向化廻はして如何に

して此の決戦相に於ける生産執を勝ち抜くかと云

ふととが科皐技術者に果せられ' f r . 重大果盟友ので、

遣うる。資材が不足し要員が不足すると云ふ問題は

程度の差とそあれ線ての交被闘が必然的に逢着す

る最も深刻主主問題主主のであって、此の簸患を打絹

する事なくして生産執を勝ち抜くととは望むべく

も友いのでるる。従って妓小の資材と要員とを以

て最大の効果 を奉げる矯めには蔦策が議ぜられね

ばなら友い。との閣総より見るとき、従来の技術

は設計、製I室、管理の各分野の総ての黙に於ては

たして安掌であったと云ひ得るであらうか. 否平

和的環境保件の中 K 強達した技術には戦争の要求

する此の峻烈な僚件によって再 i今日J沼れ、修正さ

れなければ友ら友い結が相常に多いので、遣うって、
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認に戦時規格の問題があるのである。す主主はち戟

を勝ち抜く矯めには在来の保安観念さへ修正 され

なければならない。安全率の低減や耐久命数の短

縮も又止むを得たいのでるる。父全盟強度 t亡霊すす

る部分強度の不調和に基く材料の無駄は排除 され

なければえにら主にい。純粋左足理論の追求と工作の単

純化や生産む念速化との聞に在る相剖に封しては

最大の綜合的効果への調和菓占が見出されねばなら

ない。材料使用法の合理化に就ても平時よりは遣

に厳しい検討を必要とするのでるる。ヨζ 代用材へ

の時換はるる種の工業にとっては就中大き主主問題

として取り上げられねばなら友いが、又同時に最

も行詰り勝主主困難な問題でもある。以上の族出す

る問題の中に在る矛盾や相削と戦ひっつ費時第t ; .

き情勢に針J f & 即癒して、新友る活路 を見出すと共

に新技術を創造して行く所陀戦時技術の民の姿が

あり 、戦時規格の真の使命があるのである 。航空

機 、舶舶、車輔、機 械、建 築、土木等凡ての技術

は今や此の問題に針し懸命の執をなしつつあるの

でるる。

2. 建築技術の鞍時韓制化

一般論はさて措き、建築技術に就て此の問題を考

へると、既に支那事費以来建築技術は幾度かの碍

換を絵義君主くされて来た ζ とは事質である。そし

て現在の決戦段階K 於ける比較的明確定Eる決意に

到達する迄にはヂリ押的及、極めて意志不鮮明な

資材の規制によってはなはだ歯切の悪い碑換の段

階を無定見陀模索しつつ一歩々々遁ひ上げられて

来たと云ふのがるりのままの姿友のである。

支那事費の進展と共K 戦力増強の篤の建設に必

要友る資材と要員とが漸く経大友量に主主した段階

に於ても、建設事業fて封する戦時観の思想、統ーに

針しては明確友る閣の意志表示が放されるととな



く漫然たる資材の規制のみを以て之にま・った結果

は貴重なる資材の不念建設への横流れや、建設見

込の立たないヱ事の飢立の形となって表はれ、そ

の聞に分散浪費せられた技術力や労務資材の量は

相営美大方、量に主主し園家と してむ損失が漸く俊慮、

されるに至って居た。然しながら今や大東亜戦争

への移行は必然的に最早かかる遼巡や利散底さを

許さえ主い段階に突入した。今とそ. i 1 4 の重賭建設が

必要主主のでるる。そして此の戦を勝ち抜く主主めに

は、隈られた資材と努務と技術との線量生虫11何 lζ

有効に活用して直接戦力の増強に無駄主主く役立た

しめるかと云ふととが絶慢的左足醤件になったので

ある。

との問題が措置と l て埠はれたのが此の度の工

作物築造統制規則であり、戦時建築標準規格の制

定と 、そり法的強制なのである。そして統制規則

の方は今後の建設を作戦の途行、生産機充闘民生

活の確保等戦争途行上. J l ' t f ' L 巴むを得ないものの重

結建設たら しむる矯めの殴家的意志の表示であり

臨時建築標準規格の方は此の今後む重鮪建設に営

り簡素皐純化せられた臨時設計を統一的κ 標準化

して、之により重要資材の節約を具髄的に徹底せ

しむると共に建設を念速化せんとする矯めの措

置であって、正に建築技術による戦力増強への協

力位制が確立 したとも云ひ得るであらう。

3. 鞍時建築規格の制定と強制措置

支那事慢の進展と共に漸 く深刻化しつつあった

建築界に於ける資材、勢勝者、更に技術者の不足

は各方聞に於て設計の規格化の必要を痛感せしめ

るに至ったのであるが、H併日 16年 10月頃営時建築

皐合内に於て活波放活動主績けつつあった建築設

計資料集成委員舎は、藤田幹事の殻議により戦時

下に於げる建築技術の適正化と能生存増進に寄奥す

べく木造宰物の戦時規範の作成に着手したのであ

ったが、現者Eの戦時建築規格制定の基礎は此の時

既に強足して居たのでるる。その後昭和 17年の 8

月陀至れ規格原案作成の委叫が技術院よ り拳舎

に照合されるに及び建築規範作成委員舎が現在の

戟時建築規格作成委員舎に護展した経遣や、同委

員舎内に於ける各部含む編成等に就ては建築雑誌

の本年 3 月! 説に詳細記載せられて居るから誌には

省略するが、各部舎は殆んど連夜開催せられ. 各

委員の努力は筆紙に謙くし縫いものがるると思は

れる。そして此の撃舎の規格作成委員舎によって

作成された規格原案は内閣に設置されて居る工業

品規格統一調査舎に移されて審議さられた上園定

規格 c して決定公布されるのであるが、工業品規

格統一調奄舎は内閣綿理大庄の監督K 嵐し. 各省

大臣の諮問に感じ工業品の規格統ーに闘する事をと

調査審議する機関であって、規格の決定機関では

ないのである。工業む標準化及工業品の規格統ー

に闘する事項は、技術院の虚掌事項でるる然、ョド

調獲舎の運替は技術院が之に嘗り、その舎長及副

食長は夫々技術限線、裁及次長なのである。

本調査舎の構成はよ見在第 1部合〈金属材料〉 、第

2 部舎( 非金属材料〕、第 3 部合( 電ー気機械器具〉

第 4 部会( 一般機械社長具) 及航空部合の 5 部合よ

り成れ各部舎の下には夫 々相官常多数む専門委員

舎が設置されて居るのでるるが、此の度の臨時建

築規格制定の矯めには、 ｈ 乍年 ＱＲ 月ｦＧｌ ｾＲ 部舎に新

たに臨時第 6委員舎が設置せられ. 帝大の内国詳

三博士を委員長として約30名に近い軍官接民の委

員が殻令され之が審議に営って居るのである。

然しながら現在此の第 2 部合白下に建築全般の

規格を審議する臨時第 6委員舎が設置されて居る

妙は主張めて痩態的でるって、過渡的措置に過ぎな

い事は勿論である。工業品規格統一調査命は戦時

下に於ける規格の重要性が呉川l されつつある諸般

の事憤より擁充改組される機運にあれその場合

には常撚建築に闘する積立した部舎が設置される

べきものと 思はれる。此の結は土木工作物に闘す

る臨時標準規格生審議する馬温般設置せられた臨

時第 7委員舎に就ても全く同綾なのである。

さて統一的に標準化された規絡の効果は之が工

業界に徹底3聖書留せられる事に依って初めて生ヂる

のでるるが、規格夫自身には何等の強制力がない

のである。従来日本懐準規格が兎角普及徹底した

かったのは規格に強制力がえ泣い事と 、 日本の工業

界が標準規格を受け入れて自己護展c 利器たらし

め得るには経営、生産、管理等の諸方式や規模が

あまりに不統ーであれ技術水準が不均等に運き・

た主主陀外友らえ主い。然し此の度の建築に閲する標

準規格はもともとその出輩結を異にし、戦局の王見
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此の度の載時建築標準規格は全韓の計叢より細

部陀至る迄之を大系的に規格化せんとす るもので、

建築界にとって初めての事業であると共に、規格

としても其の形式、内容に於て前例が友いので、あ

る。而して従来の規格には商品としての資質規格

或は官醸の購買規格的友性格が極めて濃厚であっ

た。此の性格戦時規格に於ては先十修正されねば

君主ら主主のでるるが、何れにしても大髄素材規格と

も稽すべきものが主なのでるる。もっとも航杢機

規格は大系的に規格化されて居るのであるが、之

と建築とでは工業それ自身の性絡が甚しく異なる

のである。従って此の度の規格の構戒j や内容の構

想、陀就ては、皐舎に於ける規格作成委員舎に於て

大いに苦心された p1f であった。そしてその構思は

充分に確立されたと云ふ域には議して居友いので

するが、構成の概絡を表示すれば、次の通りであ

る。

公布される事となったのである。

綾時建築標準規格。の構成等に鼠て4. 

段階f ' C ｾｰｾ 匡し、主要資材を極力節約すると共 ｴ 亡、戦

力増強上真に必要君主建設を効率的に途行するとと

を目的として、工作物築造統制規則による建築許

可の規準たらしむる需のものであるから特に強制

措置がとられ るに至ったのである。 規格強制の j j

法としては製造事業法に依るか、物費統制令に依

るかの方法が採られて居るのであるが、航ｾ機規

格の如きは前者に依り、今回の建築並に土木工作

物に闘しては後者に依って居るのである。ｾｉｬち前

記工作物築造統制規則は囲家総動員法を根主義法と

する物資統制令に基く商工省令として制定公布さ

れたものであるが、その第 2 僚及特に第11僚の運

用陀より商工大臣が規格を指定するととに依りそ

の規格が強制せられるととになるのである。従来

日本標準規格にしても臨時日本標準規格にしても

園定規格としての意思表示が明確に策された事は

なかったので、あるが、此の度の建築土木閥係の規

格に於ては之が強制を受ける関係上、工業品規格

統一調査舎の答申が内閣総理大臣の決裁によって

園定規格として決定され、内閣告示の形によって

戦湾建築懐書留規格の構成

( 1) 構造種別選定規準

般 ; 2) 材料選定に附する一般規単

l 3) 断 商 規 絡

〆共 t 同 住 宅 、 寄 宿 舎 を 合 む 1

居住用建物規格{ 本年四月一日公布、大綱部分のみ公布)

¥ 臨 時 日 本 標 準 規 格 停 346 銃 /

/ 本年四月十五日公布4 大綱部分のみ公布1

工場建物規格 l臨 時 日 本 標 準 規 絡 停 357 鋭 j

1)  

規宝E

第一茨

青十

母島校規格

病 院 規 格

事 務 所 規 絡

倉庫規格

大張問構i宣建物規格

2)  

、ノ、
J

、
J

、ノ、
J

q

u

n
吋

民

u

n

D

7

'

主主具、雑作、雑務工作物規格

材 料 規 格

構造計算規単

豊臣昔十規格

各都構造規格

各部仕上規絡

格規建構2. 

3. 

4  

告 第 3競を以て公布され、叉工場建物規格中木造

工場建物規格の大綱部分は臨時日本標準規格第35

7 鞭として 4 月15自に 内閣告示第 6 競を以て公布

以上の中 1の計壷規桜中構造種別選定規準と居

住用建物規格の大綱部分とは、夫々臨時日本標準

規格第345競及問第346として木年 4 月 1 日lと内閣
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されたととは周知の通りである。

此の度の親格の直接の目的が、 三言。妥資材の節約

と建設の急: 速化とにある事は既に述べた通りであ

るが、此の目的と前記規格の構成内容とが如何な

る関聯にあるかを示すと次表C 通りである。

第二表戦時建築際準規格の図的と構成内容との脇係

1. 安 材 の 節 約

り 計盆の職時化 ( = 用塗的質の車事換) ¥

イ〉規模の規制 l  

P ) 遁感性又は合目的性の低減 |  

［ ｾ計 費規格 ｋ 依 ｐ 主主成
ノ、〉設備及仕上の簡易化又は省略 |  

ニ〉構造の選議 |  

ホ〉材料の選鋒 /  

2) 構 造 L仕上及材料を合む〉の職時化 1

く= 構法的質の車事換) I  

イ〉安全Z容の低減 |  

マ〉耐用命数の短縮 ｾ ｾ構 造 、建 具材料等の詳細規格に依り達成

ノ、〉代用資材への車事換 |  

エ〉部分強度と金位強度との調和く設|

計の令理化) I  

ホ〉新技術の導入 /  

( 1) 音十重の戦略化 ( = 簡素単純化) i  

1  イ〉設計の標準化と種類の限定 |  

I  .  /  - _ .  .... ＮＭｾ＠ Ｚ ｾｾｾＧ｟＠ - I  ｾ 青十愈規格 κ 依 ｄ 達成

2. 建 設 の 急 速 化 J ロ〉建物全径の互換性附奥 |  

|  ノ、〕設備及仕上の簡易化又は省略 J  

¥ 2)  構造く仕上及材料を合む〉の戦時化 ¥

( = 大窓生産化) " I  

イ) 構造の合理化及単純化 |  

ロ〉仕上工法の単純化 j + 構 護、建具材料等の詳細規格K 依 P 達成

ハJ 構造部材建具等の種類の限定は互 |

換性の附奥 |  

ニ〉常用材料の種類の限定 /  

長p、資材の節約は此の度の戦時規格に課せられ

た最・も主たる使命でるるが、之が達成には先歩建

築計蓑の戦時化と云ふ事が根本的主主問題とえ主るの

である。計:置の戦時化とは建築の用途的の戦時へ

の碍換を意味するのでるって、此の戟時化された

建築計東を統一的に標準化したものを計事規格と

構して居るのである。而して先ヂ建築の規模を規

制して、之を最低限 ｪｾｊ 軍縮すると云ふ事は、臨時

建築計壷の根本であって、之に依って従来時局の

逼迫陀劃する認識の不統ーの震に生じて居た資材

白浪費を規制して得られる節約の量は相堂大でaう

ると思はれる。去る 4 月 l 日に公布を見た「居住

用建物」に閲する臨時日本標準規格は此の計霊規

格の中の大綱部分のみが公表されたのでるって、

従づてその内犠は主として規模の規制に闘するも

のである。

次に建築の適感性又は合目的性は常時に於ける

設計々撃にあっては、建築のー文化財としてむ{ 買値

を決する主要主主要素であるが、戦時下資材の節約

を闘る矯めにはその低減も又止むを得ないのでる

る。

ヨた陀設備及仕上の簡易化であるが附滞設備は木

造建物陀於ける鎮鋼銅等の節約の最も大き主主給源

であると云へる。尤も既K 資材の不足は附滞設備

の賀施を不可能にして居たのであるが、比較的資

材を豊富陀入手し得て居た方面の建築に於ては向

大いに之が簡易化を園る必要を認める自余地なしと

し友いので、ある。又仕上の如きは極力之を省略す

る必至語があるのである。

ヨたに構造の遁1 E 1 . 主選擦は規模の規制と共に計霊

の戦時化の根本である。即主要費材就中舘鋼の 節

約を困る震陀は戦時下建設を必要とする建物をど
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と迄木造陀代替し得るかの究極の節分を定める事

が先で夕、大切主主のである。 r居住用 I建物」と共に去

る 4 月 1 日公布を見た臨時日本標準規格第 345 競

「建築物の構造積別選定規準」は同第 355 競「土

木工作物の構造種別選定規準」と共に此白目的に

沿って制定された規格でるって、同じく 4 月 l 自

に制定公布を見た工作物築造統制規則の第二依陀

よる錨鋼工作物の特別許可の規準とえEるべきもの

注のである。次に材料の選擦即ち適正使用陀よる

節約であるが、とれに開しては目下低強度セメン

トの有効利用によるボル トランドセメントの節約

を闘るため、各種セメントの使用箇所の選定規準

原案を作成中でるる。

次に資材節約の第二の手段は第 2 表に示した遁

り「構造の戟時化」である。 lWち主却資材を節約

する主主め陀は安全容も耳をへて低減しえにければなら

え主いし、耐用命重量も 15年又は 10年. 史に信設的主主

ものにあっては 5年程度K 鋭縮ずる事も己むを得

主主いのである。ヨた陀統制資材を極力節約する主主め

には代用資材への碍換が全雨的に考・へられ友けれ

ば主主ら主主い。然しながら此の問題は充分の創意工

夫によら怠ければ、兎角悪循環的行詰りに移り勝

である。

共陀「部分強度と金髄強度」との調和の問題で

あるが、従来の木構造では各構造部分の強度が均

一で友Ｈ Ｇ 、ｾ慢強度はその最も弱駐を形成してゐ

る構造部分陀依って支配される場合が多いのであ

る。従来の構造法による小屋の如きは構造物全悼

の競合強度陀比し、相営者るしい過剰強度た有ーす

る例であって. 斯の立11 き資材の無駄は排除されね

ば主主ら主主い。此の部分温度と金程強度との聞に長

も高度む調和がとれて居るのはやはり航易機であ

って船舶陀しでも車輔に しても、之を航空機に比

すれば遠く及ぼえにμ のである。そして建築物にあ

っても各部分む強度が何れの部分に於ても無駄左足

〈全瞳強度に殻揮される様友設計の合理化とそ望

ましいのである。

そして以上の構造の臨時化による資材の節約は

構造、仕上、建具、雑作、材料等の細部規格の制

定質施によって初めて達成し得るのである。

戦時建築標準規格の第二の罰的は建設の念速化

に役立つととであるが、之は第 2表に示した通り
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計芸正規格陀在っても 、詳細規格陀在つでも 、設討

を標準化すると共陀種類を極力限定し、構造其の

他む細部を簡素単純化し、且つ互換性を興へると

とにより草に設計事務を施工事務を簡素化 するの

みならすヘ更に各部構造、部材、仕上. 材 料、建

具等の計叢生産又は大量生産を可能ならしめると

とにより達成し得るのである。但し建設む念速化

は草花規格のみによっては達成し得ないむであっ

て規格に基く建設に必要主主資材の生産配給等が綜

合的に計重責施される事が必宝きである。臨時岡本

標準規格第 345 競「居住用建物」にしても . 去る

4 月15日決定を見た同第 357 説「木造工場建物」

にしても、何れも 規模の規制と共に標準型の積類

を限定して居るのである。併し之が建設の念速化

に役立つ矯めには一刻も早く詳細規格が整備され

るととを必要とするのであるが、感舎に於ける之

等白原案は大腫九分通り成案を得た現献にあるか

ら6 月末から 7 月上旬にかけて工業品規格統一調

査舎に於て之が審議を了し得る見込でるる。

5. 結

此の度の建築規格の直接の目的が主要資材の節

約と建設の念速化にまうるととは既に述べた通りで

あるが. 戦争の現段階は既に生やさしい伏態では

主主〈、敵の極大左足る物的戦力主撃舷する馬に必妥

友我園戦時生産の増強は圏民生活の締てむ犠牲に

よって初めて得られるのでるって、既に大巾の企

業整備が断行せられ、産業施設の多くは超重結産

業に車専用され、紡i鋭機械む如きは I奇錨として| 副牧

されんとしつ1 . " うるのが現段階の婆なのでるる。

戦時規格による資材の節約が如何i亡痛切友る妥請

であるかは以て知るべきである。従って此の度の

規格では主主築の質は長低限に迄切下げられねば主主

らなかった。建築技術は支那事費勃裂と共陀慨に

平和時代に渡達した文化的技術的最高水準からは

誼ーかに後退し. 一部工場等を除き殆んど木造建築

に移行したのでるるが、更に之を座縮簡素化しな

ければえにら主主いのである。

然し主主がら吾 k は今や誌に一つの重大友問題Yζ

迭着したのでるる。す主主はち吾々は建築技術界κ

於けるか L る厳粛主主る現貫の問題を以て技術の軍

主主る後退と湾へ、或はその受難時代と考へるべき



であらうか。此の様な考へ方は吾園家全慢が運命

をとして戦ひっ1 . ｾうる一大歴史的使命の前には全

く無意味君主のである。そして現庄の7状態を以て建

築技術の一時的な偲の替であると考へる態度があ

りとすれば 、 夫は此の大き君主歴史的現質 ｉ Ｇｃｾ討する

逃避以外の何物でも主主いで、るらう。そして圏家の

危急: 存亡をよそにして存在し得る科挙技術があり

とすれば、はたじて正道主主りと云u . . 得るであらう

治s。

現在の日本圏民f亡命ぜられて居るととは、各自

その受特つ分野に於て敵に突撃する以外の何物で

も友いのでるる。苔々は自己の持つ技術を以て最

小の資材と要員とにより敵を主廃滅する最大の効果

を創造し 、更に之を押し進めて大東亜の建設に迄

輩展せしめねば君主らな いのである 。かつて平和時

代に漫達した建築技術は今次戦陀よる世・界革命以‘

前の歴史的、文化的登展の僚件、の中に育った技術

なのである。現在は歴史其むものがその登展の必

然陀よって一大時換を途け‘ つ L あるのである。 此

の現賓と民向から取組んで、此の雄置を克服する 所

に民の日本的君主る新築建技術登展への再出懇の道

があるととを悟らねば及ら主主い。寄々は此の載の

真只中に於ても将来の大東亜の雄運友る建設への

準備を怠つては主主ら主主い。然しその建設への出型

貼は現在のとの載の中にとそあるのである。先歩

勝つととが何よりも先決なのでるる 。此む確固た

る自覚の中にとそ自前む難題を克服し 、園力の稜

展 に 寄 奥 し 得 る の 道 が 妬 か れf与るものと思はれ

る。そして建築技捕の将来は只此の一 筋の道即 ち

戦に徹するの道を通じてのみ園運の進展と共に護

展し得るととが約束されて居るのである。 此の草誌

に徹してその中 K 自己創造の活路を拓かんとする

不屈の戦時技術精神の把握友くして今後に於ける

建築技術の飛躍的強展はるり得君主いと信歩るので

ある。 ( 筆者 は 企 賓 院 技 師 う
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建 築 規 格

支那事蟹が大東亜戦争へと護展すると共に、あ

らゆる技術部面K 規格が強化され、つひに建築物

に針しても規格が設定さる与に至った、けれ共、

建築面に類型を作ると云ふ事は必歩しも今日に始

った出来事では主主い。ある一定の地理的環境とか

或は使用目的又は生活僚件の類似等のために、互

ひに共通主主類似した形式をもってゐるととは既に

御存じの通りである。例へば、民家とか都市住宅

の如をは之の例である、然し之れ等は長年月の聞

の撰擦の結果生れたものであって意識的に作られ

たものでは無いかも知れ友い。けれ共その中十てる

って特に注意すべきは吾圏に於ける昼寸法に於け

る規格がある。勿論畢の存干Fは古〈筆者の知ミミ限

りP は「法隆寺流記資材帖」に見らる与ものであ

らうと思ふが、之れに記されてゐる盛が一定の規

格寸法を持ってゐたかどうか陀付いては知る由も

主主い。他の木材等に寸法の記入が重うるのに封し、

墨は只だ枚数で記入しであるととるより察すると

凡その寸法基準はるったととと思はれるが、今日

苔々の持ってゐる様友寸法基準は恐らく手工業が

分業制度を採用する様に君主久木制法の出来た頃

強ひて云へば鎌倉時代に始まるのでは無いかと筆

者は想像してゐる。

駄測に於ても之れに似た古い貫例c 一つを、ロ

ーマ時代の煉瓦、或は中世に於ける石割に見出さ

れる。

との様に建築に於ける類型化又は規格化は必十

しも今日の鷲見ではない。しかしとの事をと今日に

於ける新しい課題として考へられるのは、之れを

意識的に作詩し、それによって建築生長を何らか

の形に於て経情的にしようとするととろにあるの

である。斯かる考へのもとに近代に入つては、欧

V I 2 0  

)11 勝 健

国 国

世n各閣陀於て多くの建築家を輩出してゐるのでSう

る。例へば、ル ・コ ルブジ工、ブノレノー ・タウ ト、

ワルグー ・グロピウス等である。

1914年より 1918年陀亘る第一次険制大戦はそり

聞に都市住宅建築の甚しき欠乏と共に、建築材料

の不足と高騰、それに加ふるに建築業関係者の鹿

業、時職、死傷によって加速度的に建築企業の萎

徴がもたらされた。そとで、之れが解決のため営然

考・へられなければ君主ら主主い事は建築生産の機域化

と工場制大量生産であった、そしてそれの前提僚

件として既に建築物の規格化が考へられてゐたの

である。例へは¥グロピウスはその「園立パウハ

ウス 1916-1919J に於て次の犠陀記してゐる。

「今日の様な時代陀於てさへ、術人々は軽便建築

代用建築以外に眼を向けようとし主主い。とのよう

な考へ方では何ら根本的危結巣をもたらすととは

出来主主い 、それ放にパウハウスは、一つの研質検

聞を作るととをその任務とした、そとでは. 技術

家、商人、語術家の仕事を結びつけ、住宅建築陀

付いての、経済、技術及び形態上のあらゆる結果

を統一的陀結合するために努力する。との仕事の

目的は家屋の出来る限りの類型化と、出来る限り

のパリエーシヨンの姿求を貫現するにある。との

重大な問題は建築の各部分を類型化し 、現貨の様

々の住宅陀組立て、同時に、新しい空間的保件の

下に 、一つの箱型建築皐位を多数に作れそれを

それぞれ住む人の人数と要求に膝じて色 k の住居

機構に組立てるととによって解決される」私は堂

時硝煙の最中にあったドイツの斯種問題解決の方

向が那漣にあったかを知る一つの資料として乙 L

K 使ひ古された一節を引用したのでるる。しかも

とれらの新しい解決は建築材料及び技術の蛮達と

相互関聯を有するとと勿論である。さればとそ休

戦による軍需工業C 休止によって生じた銀鋼材の



新しい販路は 、先づ工場建築、事務所建築に弐い

で住宅建築陀向けられ、 1926年にはドイツに於て

最初の銭装住宅の出現を見たのでまうる。

とれより先き、 ドイツに於て、 D I  N  ( ドイツ

工業品規格 ( が採用されたのは 1917年であった。

そして、 ドイツ規格委員舎は建築規格i ' C 闘して次

の様主主分額を決定してゐた。

1 . 尺 度 〈型態 7

2. 1Z1 コ11 質

3. 材料試験法

4.  技術的底・理

5.  建 築 作 業 ( 現 場 廃 理1

6.  記銃及び園示

2  

前節に於て第一次世界大戦が建築家に劃して規

格設定へと注意を向けしめた事を述べた、何故な

ら近代に於ける載さ手1が工業のIZ大抵る生産力を要

するから、都市への工業集中は必然的に都市住宅

の梯底を生むのみならす示、戦争の破壊力は電気棋に

限られるととなく鴎内陀まで及んだので、倫更と

の現象陀拍車をかけられる結果とえ工ったのは常然

である。叉戦棋と ｾｒ も移しき Ｑ 放の蹄謹兵陀針ナる

住居の不足は依然として存践し、之れ陀針慶する

ため全建築家の注意が此の問題に集中した事も亦

常然でa > !J ，叉之れが解決のために 、多量生産と

廉慣生産が目論まれ問題は乾式工法と最小限居住

へと向った事も御承知の遁り・であるけれ共世界

大戦に劃する開係が稀薄で、きうれ経済事情告と呉

K する吾閣に於てはその常時と! . U l t も一部の研賞者

を除いては之れが研賓の日程陀上ら主主かった様で

ある。

然し途ひ陀その時期が来た様である。即ち今次

の大東亜戦宗とそ建築物に規格を設定するととを

要求し出したので喜うる。筆者の考へを以てすれば

之れとそ建築技術に封する一大躍進への第一歩で

あると思ふのである。 x そんな風に利用するとと

とそ吾々の使命で遣うると考へる。

免打こ' 角今日となれば、建築物陀規格を作るとと

が可能で、あるか? 不可能であるかは問題たり得

ない 、既に臨時日本標準規絡第345競に於ては「建

築物の構造積別選定規準」を同第 346 読に於ては

「居住用建物」を 、又同第357競を以て「木造工場

建物」がそれぞれ出されたのである。之れ等の臨

時日本標準規格を綿稽して 、以下私は「戦時建築

規格」と稽するとと. と致したいと思ふ。然かも之

れ等の戦時建築規格は今度新しく張令された 「工

作物築造統制規則u に喜裏付けされて強制力を持た

される事と怠ったので喜うる。

ととるで建築技術自身が他の工業技術と大友る

相違黙を持って居る如く 、規 格K 於てもその稜生

利用方面に於て大友る相還を持って居るととを吾

々は知らなければ友ら主主い。

例 へ ば、他の部面に於ける規格が部品規格から

芸大第陀完成品規格へと瑳展して来? とし叉しつつあ

るのに比して、建築規格は突如として完成品規格

に近い形を採って現れたのである。之れは建築技

術む特殊性と共に今まで、の歴史が撚らしめたもの

でるらう。故に規格のどれもが具躍的に建築技術

の指導に役立ち得たいかに見える。例へば言及聞や

軒高がその真々の大さによって定められても使用

する部材の大さによって、その内法寸法は各個に

相違するが如く・である。放に是の規格から遂に部

品を規格化するととも常分室み得主主い。叉各臨時

標準規格の第一僚には「統制物資の節約」が欧は

れてゐるが、建築用資材にして今日統制物資に残

るもの無き !I犬態であるから 、翠に上越の如き規格

化によって幾何の統制物資が節約されるかも疑問

たらざるを得ない。

斯く書いて来ると「建築規格」無慣値論へと殻

展しそうであるが、筆者は断じて左様には考へて

居らないのである。詳細は後記するとして建築規

格無償値と観られる最も大なる理由は 、根本的に

は建築技術が持つ他の工業技術陀劃する相違にあ

るとと勿論である。即ち、 その現由の一つに建築

規格を他技術に於ける戟時規格と同様陀「宅建材節

約」のためのものたらL め様とする所陀存するの

では無いだらうか。それと今一つは建築規格が部

品規格を伴はす= して今日突如として現れたととに

も存する様である。之れを反面より解穆すれば建

築規格の出現が遁きに失したとも観られる。けれ

共之れを今日より早い時] 切に於て制定するととも

決して簡皐K 可能であったとも云ひ切れない。そ

れは建築資材の持つ多様性をみた Y けでも明瞭で

ある。叉此の事が部品規格を産み得主主 h 原因でも
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ある。結局する所建築技術の特異性が今日に到る

まで規格を産み得十今日陀到って途ひ陀斯かる官余

儀友い規格を制定せしめたのである。だから今日

とそとの規絡に劃して真剣に考へ進歩的に利用す

べき時機であると考へるものであると云ふととを

重ねて強調してゐきたい。

而して建築規格をして進歩的たものたらしめる

ためには. 之を如何に底理すべきであらうか. 先

づ結論を去ってしまへば、建築規格の目標として

労務、資材の節約は第二段とし、建築工事む念速

化と建築部 r日並に建築内部施設の互換性をその針

策とすべきである。とれとそ他の工業r品規格より

牟分立ち遁れの i伏態陀 2うる建規築格をして今日の

戦時下に意義あらしめ、且つ叉将来に於ける建築

技術の革命を強約するものと云ふも敢てi直言では

無いと思ふ。

先づそのために採るべき方法を列記してみると

大積下の如きものが考へられ様

1 . 用途別建築種類の隈定 〈個別的設計の縮減 J

2. 寸法規格を岡商規格とするとと

3.建築内部施設、同附属部品の規格化を闘るた

め内法寸法の類を統一するとと

(1) は今日公表されつ. 1 . 3 . ; る規格に於ても之の目的

は達成されつつあると思ふ。例へば工場梁聞に於

ては9m以上18m まで を7穣類に限定して居る如き

で②る。

(2) は(3) と開聯のあるものでるるが此の黙に付いて

は残念、午ら今日公表されつつある建築規格からは

観取されないのである。そのために将来に封する

稜展性をも認め離し延いては建築規格無償倫と

考へられる根躍を友すものと思ふ。之れに付いて

目下大阪府に於ては府規格として考

VI 2 2  

税者諸氏の御激示を乞ふ次第である。

3  

「生産扱充」とか「生産増強」と云ふ言葉が今

日生産技術界に於ける合言葉と怒ってゐるととは

御存知の通りでるる。けれ共建築家は此の言葉を

建築技術自身に劃しても合言葉でるるととを知る

人は少いのではないだらうか。勿論今日生産と云

ふ言葉は貰際問題としては、軍需産業とか. i i . 大

産業に集中して‘ 重黙的にも湾へられるが、それ

のみが此の言業の正しい理解ではないと思ム。尤

も建築技術が生産増強に劃して如何に庭ずべきか

と云ふ事は考へられてゐる様である。とのととは

建築技術が他技術に比して従属的であれ遁進性

を有してゐる事にも原因してゐる。例へば銀鋼の

生産乞前主主せやして今日の鎖骨建築或は銭筋コン

クリート造が不可能である如く 、叉昇降機其の他

の機械設備の鷲達なくして高唐建築の不可能なる

加をである。けれ共そのために建築技術が生産技

術で無いので、はない。故に生産力増強も亦建築生

産に謝して大いに考慮し研究すべき問題なのであ

る。之れに付いて4手此底に詳述する事は出来君主い

がその一つの方法として曾て稽へられた建築の工

場生産化があるととは否めないと思ふ。然し此の

方法も今直ち陀は貫行至難と考へられる。然し乍

ら何れにしても建築が工場生箆イじされる前提とし

て先づ建築規格が必要であると考へる。今少し之

れ乞言ひ代へれば、建築規格の貫施乃至施行無く

して建築の工場生産は不可能であると考へる。吾

々は此の駐に於ても建築規格の設定又は之れが施

行に付いて大君主る意義と進歩性を認め主主ければな

らえ主いと思ふ。 (2603. 5.5. )

( 筆者は 大阪府警察部建築課技師J



工 作 物 築 造 統 制 規 則

序

戦宗十亡は必勝の信念と決死の闘志とそ勝利への

銭則であるが、近代棋は又一商科接戦であってと

の精神力に加ふるに更に科皐の進歩と、之を充分

に活用し得る職宰資材の十分なる補給がなければ

主主らない。従ってその消費は質ーに莫大なものであ

り物資消耗鞍とも言はれる所以でもある。

我々は前戦に飛行機を 、 戦車をＭｾでも多く詑

らなければなら主主い 3 太平洋、印度洋制1 Mのため

には更に多くの艦艇が必要でるる。そして叉共栄

閤物資交流のために大型木造艦増産ｉＧｃｾ園津々々

の造船所は全力を寵して居る。それ故陀各種の資

材陀瓦りその需要量生置の彩しいととは蛍然の事で

ある。然るに是等の原料資材は如何十亡生産増強陀

努力 しでも、そ とには自ら限度がある。従って乙

の限られた資材を聖戦目的完途のために最も効果

的に使用し君主ればならない。そと陀物資統制の重

要性があるのである。

建築関係に於ては於ては支那事蟹勃穫後 3 ヶ月

にして 、鍛鋼工作物築造許可規則の輩令されたの

銑を始めとし、銅使用制限規則、鋼製品の製造制限

錨鋳物の製造制限、鉛・亜鉛・錫等使用制限規則・

木造建物建築統制規則等相次いで、制定せられたの

である。然るに支那事費は大東亙戦苦手1へと展開せ

らるるに至れ主華々主要資材む重慰的統信IJ の 強 化

が要望せられるのは必然の趨勢である。依て商工

省、に於ては今回従前の鏡鋼工作物築造許可規則及

び木造建物建築統命IJ 規則を廃し、是を一括強化し

て工作物築浩統制規則を制定し 4 月 l 白から質施

して居るのである。

規 則 の 特 性

特性と言ふ言葉は適切でたいが、従前の銭鋼工

作物築造許可規則や木造建物建築統制規則に比較

して改正せられ、強化せられた賠を奉げてみると

岡 田 窪 摘

一、 先づ第ーは規則制定の根誠である。今回の工

作物築造統制規則は関家総動員法第 8僚に基き

箭IJ 定されて居る物資統制令第15僚に依り稜令さ

れたものでるって 、錨鋼工作物築造許可規則や

木造建物建築統倍IJ 規則が法律「轍出入品等エ閥

スノレ臨時措置= 闘スノレ件」に依り制定せられた

のに比し、との慰から考へでも、強力化された

のが窺はれる次第である。

図書長総動員法第 2イ岸 本 ｪｽ｟ｾＮＺＺＺＮ 於テ総動員物安トノ、左ニ

掲グルモノヲ言問 7

6.圏実長総動員上必県1ナルニトー木建築用物資及照明用物

苦貧

国家総動員法修 8 イ際 政府内職時ニ際シ図家総動員上

必要アルトキノ、勅令ノ定ムル所ニ依リ物養ノ生産、

修到、酉E絵、緩渡其ノ他 / 1怠分、使用、消費、所持

及移動ニ関シ必要ナル命令ヲ袋スコトヲ得

物資統制令官事15僚 主務大臣ノ、統制物受ノ使用又ハ消I

号電ヲ2 i t ス者ニ針シ統制j物安ノ使用又ハ消費ニ関シ心

安ナ J レ事項ヲ命ジ又ハ制限若ノ、禁止ヲ最悪スコトヲ待

規 則 第 1 イ楽 参照

二、次に規則泊用の範闘が一躍何倍陀 も披大され

た事で、ある。

l  統制l資材に於て従来は錨鍋と木材を使用ナ

る: 場合にのみ規則を適用されて居たのが、今

回は之に力nふるに更陀銭鋼製品、セメン卜を

使用する場合をも現則の遁用を受けるととに

放し従って石造でも煉瓦浩でもトロを使用

するととによって適用を受けるととになるか

ら. 従来の様に煉瓦迭だからと去って脆法的

萱深は許されなくなった。

規則 ｪ 第 Ｒｾ 様 I参照

告示 1 及 5 ノ( 6)

2  統命IJ 劃象に於て鰻鋼を使用ナる場合は従来

も工作物であったから大鐙従前通りであるが

織鋼を使用し低い場合は従来木造建物だけに

2 3  VI  



限られて居たのが、工作物即ち人工的に土地

陀築造された一切りものが封象となったの

で¥今迄は門や塀さへも含まなかったが、とれ

からは門、塀は勿論のとと機、i芸、畑突、土

官、擁壁、岸壁、溝 池、開門、橋梁、道路、障道

線路、電柱、瓦斯配管、給排水配管、撃井等

から工場の燈、機械の基礎陀歪るまでも適用

を受けるとと陀怒った。

道路も土fll も築山 も給水施設も一際、工作物

であはあるが、之を造るの陀木材、セメン ト

鋼管. 鋳餓管告と使用しない砂利道、石屋や鉛

管 、エタニットパイプ、ヒユー ム管だけしか

使用せぬ給水施設は資材の閥係で工作物築造

統告1J 規則jの活用を受け友い。又機棋や汽躍の

様に宮尾陀製品として製作されて居るものは工

作物ではないが、是を据付ける時餓鋼或は餓

鋼製品 、木材、セメントを使用すればその基

礎友り支枠君主りが工作物として規則の泊用を

受るのである。

工作物 人工的作業ニ依リ土地ニ築造サレタル一切

ノモノ。必ズシモ地上物 !;t J レヲ要セス¥又土地ニ

附渚セシメタ物デナタ土地ソノモノニ工作シタ臣室

主主、有事渠毒事モ工作物デアル。

〈建築拳合住宅委員曾決定[ 住宅用自吾 j ヨリ〉

3  工事陀於ても規則の活用を受ける範闘が棋

大された。即ち従来は許可申請の大部分去，5

める木造建築については新築、増築、改築の

場合のみであったのが 〔錨鋼工作物は従来も

築造許可でるった j 今後は新築、増築、改築

は勿論のとと移事事、修繕、愛更の場合をも合

めて綿て築造と構し、 規則の適用を受けると

とに友った。従って市街地建築物法の適用の

' t d. い修繕、費更の場合も工作物の許可を要す

るととにたった。

規則第 1 イ康参照

三、 統制強化の目立った黙は規則適用範閣の披大

も撚るとと乍ら銭鋼工作物については築造禁止

を原則とし 、一般には許可の申請をも友 し得な

い事とし 、特定の緊要工作物の場合に限り商工

大庄の許可を受けて築造し得る事になったとと

である。叉錨鋼を使用しない工作物は原則と し

て地方長官の許可を受けて築造し得るととに放

って居るが、時局柄不急; の築士宮として商工大臣

v 1 2 4  

の指定した工作物は 、許可申請ーをなし得たいと

とになり 、従来の許可に怒るならねは別として

申請する事に制限のなかったのとは大をな差異

でるる。

規J ! IJ 告書 2イ康第 31衆参照

四、 次:は従来の規則に嘗て見られ友かった規格の

強制でるる。過般技術院に於て時局下建築、土

木花開する建設の念速化 と努力 、資材の節約を

計ると共に決戦下生活の規準を目標として 、臨

時日本標準規格を設けたのを直ちに貴践に移し

たものである。

規則第1H権 参 照

五、最後は許可を受けて築造し? と工作物の用途を

健史する場合. 従来は竣工後一ヶ年以内の時に

限り許可を受け主主ければならなかったが、今後

は竣工後何年経つでも許可を受けたければ用途

を費更するととなが 出来くなった。との 事はそ

の工作物を築造した人のみならすτ譲り受けた人

でも同様で、るる。

規則第 9傍 参 照

規 則 の 概 説

今回の工作築造統制規則は 、規則と告示と臨時

日本標準規格の 3者ーを封照して見なければならな

いので. 判り難いと思、はれる。次に解説と云ふ程ー

ではないが理解し易い様にとの 3者を纏めて説明

に代へるととにナる。

一 指定銭鋼を使用ナる工作物

商工大庄の指定した錨鋼即ち軌イ様、形鋼、棒

鋼、厚 l 粍以上の鋼板、鋼管、錆錨管 ( 以後指

定銭鋼と略構させていただく 〉を材料として使

用ナる工作物は築造禁止が原則ではあるが、下

記の場合に限り築造 f 新 築、増築、改築、移輔

修繕、饗更ノナる事が出来る。

1  工作物の築造工事の篤必要な偲設工作物を

築迭する場合 「道路工事の トロ ツコのレール

を敷設したれ 工 事現場周の給水配管施設等

がその例でるる〉

2  紳祉の用に供ナる工作物を築造する場合、

〔本殴、拝殿、世務所等紳f辻本来の用に供ナ

るものに限る。紳祭殿等は含ま君主い 〕

3  飯 山の坑道、軌 道、配管設備又は坑内工作

物を築造ナる場合。



4  指定餓鋼に付て は常該工作物の材料として

使用されたもののみを材料として使用して常

該工作物を築遣する場合。 ( 銀骨建物、銭 板

畑突、配昔: 施設の移i博等の場合に該常ナるが

原則として敷地外への移i博は認めない J

5  下記何れか陀該常し鍛鋼構造以外の構造で

Ict 築造閑雅であって、商工大臣 ( 特定の場合

は地方長官ノの許可を得た場合。

( イ) ，次の事業又は施設の用に供する工作物

であって、重要施設を防護或は支持ナるも

の海水又は薬品等の影響大たるもの 、特に

高熱を受ける もり 、復奮祷だしく悶難なも

の或は軟弱放地憾に施工するとか、甚だし

い振動を受けるとか、振動防止の必要があ

るとか、特に高さが高いとか、張聞が大き

いとか荷重 ・7]( 略 ・上座等が大なる時

(1)蹴 業

(2) 土石( 石次石、 ドロマイト 、加l旦 原 錦、

ぺントナイト父は耐火粘土に限る 〉採 取

業 ' 石次石、粉末製造業を含む )

(3)製銭業及鍛鋼、鋼索、高l墜容加えは硬制

線の製造業

ＨＴＩ 非徴金風製錬業及銅 ｸ は主 ｉｾ 合金の管 、 線 、

棒又は板の製造業

(5) 極金属製造業及軽金属の管、綿、棒〉ι l会

板の製造業( 水晶石又は弗化アノレミニウ

ムの製造業を含む)

(6) 程合金製造業

(7) 電極製造業( ピッチコークス製造業& ? ?

む〉

( 8 ) 兵務製造業

(9) 工作機械製造事業法及重要機械製造業法

の活用を受くる工作機械製造業及重要機

械製造業

QO) 自動車製造事業法の適用を受くる自動車

製造業

ω浩結業( 造機業を含む)

ω航空機( 滑空機在含む〉製造業

ω石油精製業( 混合加工油製造業を含む)

及人造石油又は代用液鵠燃料の製活業

帥アノレコーノレ製造業

Q5 ) 重要化率工業品製造業

( 16) 航益輸送事業

( 17) 電 力 施 設

( 18) 瓦 斯 施 設

( 19) 通 信 施 設

( 20) 餓 道、軌道叉は索道の施 設

( 21) 道路、港 溝、河川、運河叉は砂坊 の 施

設

CZ2) 橋決又は! 墜道の施設

(23) 航路標識施設

( 24) 給排水施設

( 25) 水利又は耕地椀張改良の施設

( 26) 航宰訓練施設

( 27) 科感技術研究施設

( ロ〉 、:jt( に摘ぐる危険物の製造、貯撤えは底

辺! の用に供ナる工作物

備考

火襲 、 爆紫 、 銃用賀包ｾ包 、 銃用雷管 、

工業用雷管、 堕素酸聾類、 過盟酸素堕

類 、硝酸彊類 、黄 燐、赤燐、硫化燐、金

属カリウム 、金属ナトリウム 、キ シロ ー

ル、 ピクリン酸、ピクリン酸彊類 、テ レ

ビン油、第一穏石油、第三 種 石 油、第 二:

楠石油、燐 寸、セノレロイド 、鹿縮ガス 、

液髄ガス 、石器ガス 、可燃性ガス 、カ ー

パイト 、マグネシウム 、過酸化水素水、

過酸化カリ 、過酸化ソーダ、過酸化パリ

ウム 、二硫化茨素、メタノ ーノレ 、プノレ コ

ール 、エー テノレ 、アセトン、酷酸エステ

ノレ 、 ニトロセルロース 、ベンゾーノレ 、 ト

ノレオ ール

一、石油トハ原油、原油ノ: 分溜製品( 後棒ヲ合 ム〉

Jf<.共ノ ;分解製品並ニ天然「ガス」ノ: 分離製品二

シテ常混エ於テ波紋ヲナス モノヲ鍔フ

「タール」類ノ分溜油、頁岩油、石炭液イヒ泊兵

他之二類スル燃料泊又ハ之ヲ石油ト者倣ス

石油ユシテ「ア{ ベル」又ハ Iベンスキー 、マ

ルテ y スj 附塞音量焔試験器ヲ用ヒ 760m mノ然墜

ニ於テ 21
0

C 未満ノ温度エテ燐焔スルモノヲ第

一積21
0

C 以上70
0

C未満ニテ音量沼スルセノヲ第

二締70
0

C 以上ノ浪皮ニ逮セザレパ主主焔セザル

モノヲ第三線トス

二、 「セルロイド」中ニ「ハフィルム」以外ノ 加

工品ヲ合マス.
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三、 「アルコール」中エハ後性「アルコール j ヲ

合ム

問 、 可 燃 性 「 ガ ス J トハ石炭「ガス」以外ノ「ガ

ス」ニシテ例ヘパ水素「ガス」ヲ全然「ガス J rメ

タ ン ガ ス j ' 等ノ如キモノヲ潤 7

( ハ〉防空上緊要なる工作物

( = ) 銭鋼構造とせぎれば保安上其の他に重大

なる支障を来す庭ある工作物

( ホ) 前記「ィ」乃至 i =J 以外の工作物にし

て其の築士宣が. 其の風ずる事業叉は施設の

維持、保存上. i J t f ' L 己むを得君主いもの

前述の場合以外には指定錨鋼を使用して工作

物の築造は許可申請さへ出来ないのである。 l

乃至 4 は許可なしで築進出来るのである。

向 5の場合で特に地方長官の許可と怒るのは

次の場合である。

イ 地方公共園陸( 道府腕、市町村、市町村組

合) が地方費を以て工作物( 銭遺叉は軌道の

施設の用陀供するものを除く〉を築造する場

合〉

ロ 使用する指定額剰の数量の合計が 11苗以下

なる場合但し前記〔イ〕の場合を除く。

規則j第 2傍 、 告 示1，2，3，4

臨時日本標準規格第345銃 及 第355敏

一 指定銀鋼を使用したい工作物

指定鎖鋼を使用しない工作物を築造するには

下記の場合を除き地方長官の許可を受けなけれ

ばならない。但し臨時資金調整法に基く事業資

金調整標準む丙f ' L JMする事業又は施設の用に供

する工作物を新築、改築叉は増築する場合( 軍

施設、軍需工場建設等 I' L 件、ひ稜展著しき地方で

商工大臣特に指定せる直域のもの、行政官臆の

指示に基くもの、法令陀基く命令又は行政官聴

の指導、幹旅: f ' L 依る企業整備上必要なものを除

く) は許可申請を篤すととが出来ない。

1  工作物の築造工事の篇1必要なる偲設工作物

を築造する場合。( 工事場の詰所.τ 小屋、

物置、飯場等が該常し 、木工事が 3 年 4 年に

亙る場合は是も 3 年 4年の長期間存置すると

とは差支へたいが、木工事終了の際は速かに

除却しなければならね)

2  紳駐の用に供する工作物を築造する場合

3  鏑 山の坑道叉は坑内工作物t : 築造す・る場合

参 照
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4  行政官臆の命令に依り又は閣の補助金の交

付を受け防火改修の篤工作物を築造する場合

5  1戸常りの床面積( 延主平)50平方米( 約15坪〕

以下の普遁住宅を新築する場合及び増築、改

築、移輔、修繕又は襲更に依り l 戸営りの床

商積50平方米以下の普通住宅と篤ナ場合

6  工作物を築造する場合( 普通住宅を増築、

改築、移車事、修繕又は費 更し之陀依って床面

積増加となる場合を除く〉餓鋼及錨銅製品並

にセメント、木材の何れをも使用せ歩、叉は

使用するも使用数量( 常該工作物の材料とし

て使用せられた下表資材を使用する場合は営

該使用致用: を除く〉が何れの材料に閲しても

下表般市: 以下なる場合

50 

由主

家

30 
円

U

「

N

H

U
l

l

「

n

U

A
守

司

η

ζ

-

T

J

乳 牛 舎

等邑土 3 0 - -1- - 0

10 n
u
 

-

補強金物、ポ{ ルト、釘等は銭銅製品とす。

海 銅 板 と は 摩 1 粍未満のものを潤ふ。金属を章童会し

たるものも合む。

カ タ ラ ス タ ー は セ メ ン ト に 合 ま ず 。

道府県系K 於 て 工 作 物 を 築 造 す る 時 は 第 2 欄κ 図る。

鍛鋼から指定鍛銅を徐き荷車板放は使途を限定しあるに

付注意するとと。

従前の木造建物建築統制規則では線ての建物



を面積8と以と制限したが. 工作物築造統制規 則

で、は普通住宅以外は使用資材の数量を以て制限

した。それは針象が一切の工作物で建物以外の

ものは面積で抑へられないからである。

延坪50王子方米以下の普通住宅( 専用住宅〉目、

工作物築造の許可を妥し主主いが、では50平方米

以上は申請さへすれば許可 l乞怠るかと言ふと、

特に己むを得山事情一一例へば家族主主が多くても

狭過ぎ・る: 場合、それも 1 人常り 10平 方米を限度

とし最大隈80平方米の範fJM:Jで、考慮する程度であ

る。 804 - " 方米以上は許可否j 挫である o xr窪人 l会

ζ の場合家族政に算入しない積りである。

1戸常り 50平方米は決戦型規準であって、現

今一般には是で辛様していただかな ければ、なら

ない。事責ガグノレカナノレ島共他の第一載の記Z誌

を譲んだら不服はな い筈である。木造建物建築

統制規則の 100 卒万米が半分の50平方米になっ

たのである。ととでは普通住宅と言って居て業

務用建物と併用の場合は延50王子方米以上でも差

支へないかに思はれるが、それは許可の際住宅

部分につレ、ては普通住宅の規準で取締るととは

申すまでもないととである。殿賑産業の工場附

属住宅なるが故に 100 卒方米でもよいと言ふの

ではない。

i 6J の括弧内堂設工作物の材料料として云々

は同一敷地内に於ける揚合を指し ，毅地を超え

て他へ移事事した揚合. は該常したい。

誇い様ではあるが50卒方米迄は許可を妥しな

いのは普通住宅だけであって、住宅以外の建物

l合前記衰の数量を越えて使用する時は例へ 3 坪

でも 4 坪でも許可を要する。然し住宅の揚合は

50平方米を超えると例へ牟坪でも許可を受け主主

ければならないが、住宅以外の建物除前表数量

以下友ら現在50坪 100 坪のもりでも 4 坪や 5 坪

の増築は許可を要しえにい。却て従来の木造建物

建築統制規則の揚合よりも緩和された形であ

る。と言って是迄不急: の建物として増築の許可

を得られす示、動慢して来たもの迄工事を慾癒す

るのではない。矢張り時局柄辛棒して欲しいも

のである。

術前主主の事業資金調整標準む丙に属するもの

でZうるが、之も前表最後の欄記載動量以下での

工事なら j曾築、改築も出来る。( 工作物築造統

制以外の; 取締法令上の制限は別で、ある) 又申請

を篤し得ないのは新築、改築、増築の場合であ

って 、保存上、利用上己むを得ない修繕、鑓 吏

の申請は掃し符i るのである。: 足t亡廊ずる業務は

相営陀多く目星しいものを傘げてみると

織物業( f i [ 麻織物を除く〉紡織業( 亜麻糸をと

除く〉篤ｾ機・幻 Ｚ舵 機・活動馬民機製造業Ｎ

楽部類製造業、音盤製造業、石l験及化粧料品

製造業、製菓・製船三阜、設辞飲料製造業. 調

味料製造業、清涼飲料水製造業、製粉業、賀

難製造業、製帽業、高年室経 ・鉛空襲 ・クレヨ ン

製造業、印刷製木葉、合 l車製浩業、木製家具

製造業. 昇降器製造業、屋根瓦製造業

娯楽及興行 i亡闘する事業、博覧命、貸席、料

理屋、主使館、理容館、百貨底、貸事務所、新

聞紙蛮行及聞書雑誌出版業、金融業( 銀行、

信託 ・貸金 ・質屋〉保険業、: 不動産資質業

乙のクト深山にZうる。前述の様tz 官臨の指示 、

命令等に依って申請し得る揚合もあるが、是は

と思はれるのは設計着手前先づ調査せぬと無駄

な骨折に怒る場合がある。

器製安門参照

三 規 格の指定された工作物

商工大臣が工作物の築迭について規格の指定

した場合はその規格によらなければ築造が出来

ない。現在では容宿舎、共同住宅及床面積( 廷

料) 80平方米以下の脊通住宅を新築する場合に

下記規格が遁用される。

1  建物は平家建及 2階建の 2種とす

2  平年通住宅は 1戸建、 2戸建及長屋建 ( 6 戸

建以下〉の 3積とす

3  長屋建は l 戸賞りの床面積24平方米〈約1 .

3坪〉以上と す

4  2戸建は 1戸常りの床面積28平方米 f 約8.

5坪〕以上とす

5  1戸建は床面積46平方米( 約 14坪〉以上と

す

6  共同住宅は Ｑ ｩ ｛ｬＺ ｾ響常りの床面積 ＱＵ 平方米 ｌ 約

4.5坪〉以上28平方米以下とす

7  寄宿舎は 1入賞りの床面積10平方米( 約 3

坪〉以下とす

2 7  VI 



B  寄宿舎の就寝に供し得る居室は l 人営りの

床面積2S' 千万米〈約0.75坪〉以上とす

との規格は許可の申請を要しえにい即ち50平方

米以下の普通住宅陀も適用される。

規格と言っても設計々霊に劃するもので子商

まで、決定されてないが、貸家等ではそれも注し

得ると思ふ。との規格化よると 1戸惑ーは床面積

46平スJ米以上であるから 、結 局46- 50平方米と

なり手前も決定出来さうである。唯との規格r5J

は王子時たら兎も角現下では強制の要がないと思

ふ。不ろ般地面積が之に比例して過少に1 ? J . らぬ

様抑へる事が望ましい。

長屋陀は重居住宅も含まれる。従ってその場

合は 6 戸建即ち 3 戸立立んだ、上下で計 6 戸のも

のが最大戸数となるわけである。

街臨時日本標準規格にある床商積に針する就

寝主面積合計の比率の規定一一共同住宅と l 戸

建住宅では50%、 2 戸建では52%、長屋建では

55%を標準とする規定を指定から除外して居る

が、之は許可方針む基準として採用されるから 、

設計陀営つては矢張り考慮せられたい。

指定された規格は現在上記の通りであるが、

今後更陀集圏住宅、工場、倉庫等ーにいっても順

次規格が指定されるもむと思ふ。然しその場合

は規格が指定された際に現に工事中のものには

遁用され君主い。

術木規定による規格とは別途のものであり今

のととろ強制lにまで至つてないが、大阪府に於

ては既花畑突. 工場の作業場等の規格を規定し

一般に悠憩しで居る。之は卒菌、立菌、各使用

部材寸法まで決定され何強型籾突又は作業場と

して申請すれば配置闘の添附だけで他は省略し

得るわけである。

規則第11僚

告示 B

参照臨時日本標準規格第346綾

田 罰 則

参 照

正営危事由たく珠定通り工事陀着手せす或は

竣工せぬ時は許可を取消したり、規則に違反し

た時 はその工作物の取載し. 改築、襲 更、或は

使用の制限、禁止 を命ぜられるととがある。

規則では以上の行政底分しか規定されて主主い

が 、前越の通りとの規則は園家締動員法に基い
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て居るので¥との法律: による司法底分をも併せ

受けるととになる。l ! [ J ち

l  規則違反にした場合は 10年以下の懲役又は

5諸国以下の音il 余

2  規定に依る報告を怠り叉は llEL偶の報告を鴛

し? と場合は千住1 I 以下の罰金

3  開係官吏の臨検検査を桓み 、妨げ又は忌避

した; 場合は 6 ヶ月以下の懲役父は 500 I間以下

の罰金

以上の次第であるから築造主は勿論のとと、

設計者、施工者十亡於ても充分に注意せられ、規

則を耕へない築士室主は懇切陀指導し違反防止に

抑 協ブ] をゐ蹴ひいたしたい。

函剥述、動員法第 8イ際、第31僚 )  

問 第31後 ノ2 、第 38{1際、第 12僚ト参照

規則第12(1浄 j  

五 申 請 手 蹟

手績に閲しては夫. - 1 < ' ( 干府! 日系に於て施行細則をと

制定し之陀詳細規定して居る。各府腕同一で、は

たいが大差ない筈である。三えに大阪府の扱を簡

草花述べるならば

l  指定銀鋼を使用する工作物の申請書は建築

課へ直接提出し 、それ以外のものは工作物を

築造する場所の所轄警察署へ提出する。

2  商工大臣宛の申請書は 3遇、届書〔域功・

底罷等、〉は 2遇、知事苑の申請書は 2 通、! i : hl

蓄は 1通提出するとと

3  申請書には下記資材につき配給の割常を受

ける官臆又は統制問悼のあるものについては

その宮腰、は又は統制悶鰭の剖堂見込書を、配

給害IJ 常のないものについては入手見込書を添

附するととに友って居る。但し建築課で割常

をして居るものはその必要が友い。

銭鋼. 餓鋼製品 、セメント、セメント瓦.

厚型スレ ー ト、石綿スレー ト、 木毛セメン

ト板、粘土瓦. 網入ガラス 、板 ガラス 、木

材、合 板、耐火木材、アスフアルト、アス

フアルト又はコールタールを浸透せしめた

る防水祇

4  知事の許可を受ける場合は市街地建築物法

や建築取締規則の願周事項を併記してよい。

5  竣功又は工事膝罷した場合は速かにその旨

届出のとと。



6  瓦斯、給排水施設の態急: 修理の場合はpJi 轄

害警察署む承認を受けたたらぽ、修理工事完了

後陀申請書提出も巳むを得ない特例として庭

迎する。

規 則 第 5 イ保、第 6 僚 、
告 示 7 ト参照

細則第 Ｑ 僚及第 Ｓｾ 傑乃至告書 Ｘ 僚 ｊ

六 工事中の工作物

工作物築造統制規則の施行された去る 4 月 1

本規則を日現に工事中のもの陀ついては原則と

して遁用され君主いが. 工事中なる旨至急: 届出を

要する。然しそれも阪に期日経過したので今東

説明を婆し友いが、指定鍛鋼を使用した工作物

について今後も関係ある事項を述べてみると

下記事業又は施設の用に供する作業場，銭i答

煙突、軌道、索道、起重機、タンク、配管設備

貯蔵庫以外のものは 6 月 1 日以後工事を中止し

て商工大臣よりの工事槽積、引続き工事中止の

指示又は工事駿罷の命令を待たえ主ければ主主らな

い。との指示 、命令は 11 月末日迄にされる筈で

ある。との腹罷命令のあった際のf員失補償の請

求をなさんとする時は命令むあった日から 3 ヶ

月以内に請求しなければ主主ら左足い。

(1) 鉱業( 銅、鉛. 水銀、 E 鉛、錦、マンガン

叉は石油を目的とするもりに限る〉

(2) 製 銭 業

(3) 銅、鉛又は1 I l 1 鉛の製煉業

(4) 輯金属製造業

(5)  離合金製造業

(6) 兵器製造業

(7) 工作機械製造事業法第 3 僚及重要機崎製造

事業法第 2僚の許可を受けたる工作機蛾製治

業又は電要機械製造業

(8) 造船業( 造機業も含む〉

(9) 航空機製造業:

QO) 石油精製業( 慶治再生業を除く〉及人造石

油又は代用液鰻燃料の製造業

ω  アルコール製造業

ω  重要化事. 工業品( 硫酸アンモエヤ、硝酸、

盟化加里. 酸素、航空燃料助剤、非鋳物油性

潤滑油、タール系中間物、カーパイ 人 合成

樹脂、メタノール及同誘導品 、ア セチレン系

誘導品、醗酵ブチルアノレ コー ル又は醸酵アセ

チレンに限る〉・製造業

ω 電 力 施 設

ω 五 斯 施 設

問 通 信 施 設

術工作物で、従前の餓鋼工作物築造許可規則又

は木造建物建築統制規則により届出をえE し又は

許可を受けて工事中のもの 、叉は工事完了のも

のは今後も従前の銭鋼工作物、木造建物の規則

む泊用を受ける。即ち設計費更の生じた際は夫

夫従前の規則陀よって手績を君主し . 叉竣工後に

用途の費更を: ずる時或は違反については従前の

規則によるので重うる。

規 則 第18僚 乃 至 第24僚1

Ｑｴｾ 示 Ｙ ト参照

細則〈大阪府〉傍11僚 j

結

今回の工作物築造統制規則は、従来の錨鋼工作

物築造許可規則や木造建物建築統制規則に比し非

常に強化され. その影響するととろ亦大で②るが

具、陀進んで、信令許可を婆し' f . J . . い範闇のも むでも震

に巳むを得ない場合の外、築造は極力之を見合せ

ると共に現存のものの利用 、活用に努めた危らぽ

それによって節約された銭鋼、セメント、木材は

兵器陀砲盛陀兵舎に或は重要工場む作業場となっ

て、米英寄生滅の力強い雄叫びをあげるのである。

時局下隈られた物資を戦力増強一主主の園家目的達

成に振向けるためには 、銃後の我々は忍べるだけ

忍び、否忍び得えにい不自由にでも耐ネて圏策の向

ふととろへ遁進すべきである。

〈筆者は 大阪府轡妻軍部建築課技師〉
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去る 2 月14日大阪市の新淀川公園で大型焼夷弾

む賢験慣習が行はれた。大阪師囲指導、中部軍後

援、大阪新聞祉協賛の下陀大阪府、市の主催で貰

施したが、之と前後して紳戸、京都、東京、名古

屋の各地でも同様の質! 識が行はれた。

近時空臨に用ひる焼夷弾が各国共次第陀大型と

怒って来? とので、従来概ねw低級以下の焼夷弾で、

教育訓練されて居る市民に大型弾の威力を認識さ

せ、その消火要領を示して 、針策宜敷を得れば決

して恐るるに足らすコ之を克服し得るの確信を得さ

2ム

，ロ

せるのが目的であった。と同時に若千白調査をも

行ったのでるるが、之はどとまでも附撞的な意味

で簡単君主記銀を残すに止めた。従って本稿では此

の1聖職から結論を述べる事は差挫へて責駄の jvt-況

を判告するに止めたいと思ふ。

卒佐内竹
験型 焼 夷 弾 賓大

向笠・時既に大型焼夷弾の性能及消火: 要領に就て

は、陸軍築城部本部及内務省、室長・の基本的研究に依

って指導要領が出来上って居たので移りに附加す

るとととする。

和

叫

ん

位

豆

一

覧

回

縮

凡

l
w

吋
山
崎
主

50刊

-d
，

 

寸

b

h

，

ＳＰ 門→ Ｍｾｬｦ･

Z

G

マ、
九

州

相

u

a

星

品

川

品

刊

近

所

川
協

品

戸

隠

波

及

圏

中

山

ザ

佐

賀

品

川

崎

札

及

協

干

. v 130 



1 . 賓験演習概要

使用焼夷弾は、油脂開20厄及50ほを各 3 輩 、実

燐猫20}if;及50J i : i ;を各 3輩、計12殻である。

供試物は木造瓦葺 2 階建家屋 l 棟 1 F及向子屋

建 2 棟 3 戸、着火試験物料各種、待避壕主主基、動

物、そり他防火器材等で、喜うる。

消火演習参加者は大阪市北匡天満橋筋 6丁目南

町舎第 2 隣組、同北町舎第 7 隣組、同樋之口町曾

第 2 隣組で各隣組共男女混成の 10名である。

貰! 強順序は下表の如くでるる。

回次 | 採 種 同 一 一 竺 ? ? 隣 組 員 | 賞 施 概 要

ム j 泊E旨探2附 竺 竺 記 竺 竺 竺一 一 一 伺 10m範 園 時 酬 を 置 き 着 火 燃 焼 扶 況 を 服 す

2 I  11 地 !瓦 上 l 向 上 I 同 上

η r"t. 宮 田イレ I  1 近接家庭へ の着火延焼妖況を観察 す

3  I  11 20丘| 建問罪評系Zj血|議ZFι I 2 隣 組 員 を 制 緩 時 遜せ しめ爆燃と同時に消防基

同， I  本活動を行ふ

4  !  I! の門紙| 待避、消防 1銑家屋 2 ｩ 南 町合第ｾ I  I隣組員を待選援に待避せ しめ燥燃 と同時に馳付け消

1"  ｾｕＧ ｬｌ＠ I訓 練 階 E 帖の間 l隣 組 11 名 | 防 活 動 走 行 ふ

5  I  I! 日丘 l待 選 叫 4 鋭家康法令官211一向…る
救 援 訓 引 6 帖 の 問 I i' l 名 I  2 総燃と同時陀燐組員馳付け消防及救護活動を行ふ

一 ー ー ー 一 一 一 一

I  ｟ＢＮ｟ｮｮＮｾ＠ I  ｾ＠ ， ，，_ ｾ，Ｎ＠ I  由 L .，I  I  牟 30mの範闘に侠飲物件を置き飛段、着火燃鏡北走

6  I賀 糊20引 威 力 食 料 中 央 股 引 | 況 を 均 す

7 I  ｉＡ 切活 ｼ 向上 Ｍ［Ｍｾｉ 向 上

8  1"  20活 | 待 選 消 型 ? 一 一 土 型JJ 近 接 家 屋 吋 獅火 燃 焼 妖 況

| 基 本 訓 i |  且 11 名 2 隣組員は待選し悠燃 と同時に馳件け消防基本活動

1.  c ，，=， I  日レ埜家屋努| 北町曾第 LI
9  I  11 印 砥 | 同 上 北 方 5 mG1) 1;陸 相 1 1 立 |

I  I  I  総 | 向 山 一 司 |

10 11 

2叩戸空型l空j

11 ド一一切手葉UZH経山竺

50 i 長官官燐探夜間 i¥!' ，音量の扶況

1 屋内待滋所陀動物を入れ る

2. 隣組員は待遊し燥燃 と同時に馳付け消防次教護活

動を行』、

隣組員' -; 1 : 待遊壕に待選し、総燃後 1分を 経過しl馳付

け消防活動を行ふ

夜間の飛火、着火、燃俊妖況を概要書

質! M2 家屋は 3 t東4 戸で、別闘の虫11 く

2及 3 競は 2 戸長屋でるる。此の 4

戸を l 列に並べ相互間は前後に板塀

でつ友ぐ。間取は大阪の代表的むも

のを選び南側面は壁とし前後に関口

部を設く。基礎は玉石地形、要所抗

打 、外壁はｾ 壁と し一部は 杉堅 調目

張、屋根は土居塗( 2鋭、 3 銃を除

く〉の上に 瓦葺. 間仕切は真壁. 天

井は梼縁天井とす。 規模は次表むまn

し
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m
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貯

-
¥
斗

ハ
ー

一言弓‘ 丈γ

3 白

' K 

t惨

/. : ; : - γ 崎一町一t，;サヌr

7. ｾ＠

BQE  

ロ. 物料着火j伏況

2.消 防 調 奈

イ、消防 7状 況

口、使用消防総材

3. 救 護 調 査

イ、動物被害及救護7状況

4. 建物被害調査

イ、建物被害7状況

5.気象及煙霧調書E

。イ、気 象 i欣 況

口、陸揚描散j伏、況

6.科 率 調 査

7.質 験 寝 耳

2. 焼実弾燃焼獄況

第1 . 2.6.7の各固に付調査した。

火沫む最- 大飛散距離は油脂20M; は10m、50J aは，

8m、貰 燐20庖は60m. 50抵は70mである。資燐

火i木が多数に飛散する範閣は20抵は 15m、50民主は

8. 5 I  12. 6 

6. 0 I  6. 0 

6. 0 I  6. 0 

8. 5 I  8. 5 

29. 0 I  33. 0 

対i
延1司i

E主ｾ＠

《

ソ

ι

4

t

l

4

1

，

a

a

'

階宝虎

1

2

3

4

計

容

供 試 家 屋 全 長

各家屋共各種家具類及燃料を装置す。調査事項

は下記の項目に付臨調IJ 記録した。

1.燃焼着火調査

イ、焼夷弾燃焼11lC況
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20m位でるる 。

油脂50隠の時は弾檀が約 8m飛んだ。又黄燐50

. ! i t では損瞳は約20m、大弾片が約1.50、小弾片が約

200m飛んだ。

中心火焔は何れも直径 5m、高10m前後である

その他詳細は省、異する。

3.物料着火獄況

第1 . 2.6.7 の各回に付弾から各種距離ーに布幽、

昼ｾ ｾさ俵、茨 Ｑ 表、新聞紙、ボール箱等は地上に置

き、襖、雨戸、硝子戸、衣類、厚 l 寸の板的等は

立てて置いた。

配置距離は何れも 油脂弾の時は 5 m及 10mの距

離貰燥踏の時は5. 10. 15. 20. 25. 30mの各拒離に置

いた。

第 1回治指20J n; 弾では 5mの布圏に火沫一個府

着しその部分のみ焦げたが焼失せ歩。各 5 mのささ

俵、茨俵及新聞紙は附近の枯草より延携して l 部

を焼失した。叉 5 mの硝子戸陀は油沫多数F付着し

たが着火せすヘ硝子 1;枚破損落下、 1  ;枚は亀裂を

生じた。その他は異赦無し。

第 2 回油脂50砥では 5mの布図及轟は全表面黒

焦げと主主り矯る。 5mの宰俵及茨俵は焼失す。 5 m

の襖は枠桟のみ捜し紙は焼失。 5 m雨戸は下端の

茨俵より延焼し l 尺角焼失。 5 mの衣類は焼失。

5 mQ) 精子は 1部破損。 10mでは衣類に油沫附荒寄

せるも燃焼せ歩、襖は表面紙に亀裂をヲ生歩。その

他油沫附着無く被害も無い。

第 6 回糞燐20J n ; 弾では布圏は 5 mでは火沫多数

附着し全面黒焦げとえt D. 10m、15mで、も相賞主主

附着しその部分のみ燃焼。 30mでも 1 ケ所附着し

焦げる。墨は 10mで多数15m、20mで、数ケ所火沫

附着しその部分のみ黒費せる も燃偉せ歩。昼俵は

5mで多数、 10で、政ケ所E付着せるも燃捧せす示。茨

俵は 5m10mは多数Z付着せるも l 部燃えるのみで

黒費して残る。 15m、20mでも主主ケ所附着し同様 3

新聞紙は 5 mか ら30mのもの全部焼失。ボール箱

は 5m. 10m、15m共火沫附着せるも燃焼せす。

襖は 10m、15m共多激附着せるも 1部に燃え抜い

たのみで消える。雨戸は 5 m、10mは火沫多数1付

着せるも着火せ歩。 15m. 20m も数ケ所附着せる

も同様。硝子戸は 10mで火i末多数附着し 1却の権

構を焦がし精子 2枚峡損す。15m. 20mでは多数及

資燐20託 、15: 米離れて襖に火沫の

附茄欣況

附着せる

も具j伏無

し。衣類

は 5 mで、

多数E付着

し 1部 焼

失し 、そ

の後も徐

々に燃焼

す。 10mでは火沫多数附着せるも燃焼せで夕、。板的

は10mで多数1付着せるも着火せ歩。

第 7回黄燐501 n ; 弾では着火燃撲j状況は概ね20庇

弾に似て居るが被害範圏は更陀康範閣κ 及んで、居

る。着火欣況は省具する。唯爆風及弾j干の被害械

況は 5 m及 1Cmのボー ノレ箱は爆風で何れかに飛ん

でしまった。 15mの襖は外枠は折れ紙が裂ける。

雨戸は弾片貫通し 5

mで、 9 ケ所、10mで

3 ケ所、15mで 4 ケ

所、 20mで 1ケ所、

貫通して居る。硝子

戸は 10mで純二子| 枚

のみ蔑して他は破損

落下、15でも大牟落

下し 1部は破片貫通

子La ; り。厚さ 1寸の

松板的は10m及 15m

k て、深さ約 2cm.  

巾1- 6cmの弾痕各 l

昔を燐5OJ d; 1' CよJ ) 15; 3択の襖

が燃焼しつつある現況

ケ所2うれ 15mでは装商にも組組を生す。

4. 消 防 獄 況

消防に諜・った隣組員は各国共男 5名女 5 名. 外

陀指揮者 1名、計 11名苑で大型携夷蝉の消火は始

めての人達である。服装は一般訪護服接に男は綴

付防火崎、女は防火頭巾 3とかぶり 、眼鏡を持って

居たが之は使用せ歩。

第 3 回20底油精弾. 2説家屋北方 2mc D屋外の

時は爆裂直後人口; 裕子戸外方κ 倒れ窓、硝子破壊 し

屋内に火沫俊入し燃撲を始め叉倒れた格子戸及窓、

附近焼燃し始め、 5 秒で消防員は待避築より出動

し、15秒より火勢盛んとなれ 30秒で、注水開始、

段初のパケツ Ｒ Ｎ Ｓ 杯の ｬｋ でー傘陀 火 勢制 ｊ ｴＡｾし￯Ｑｬｩ ｩ 後
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はパケツ注J]( により差是火を悠理し、 40秒で原結を

砂で被覆し、 1分後陀は完全に鎮火した。使用資材

は主として 2 及 3 競家屋備品で水はパケツた50杯

約 1石 5 斗、砂はシヤペノレに B杯. パケツに 12杯

計約 6 斗でるる。

第 4 回 1 動 家 康 2 階、 1曲

目旨20貫主矧燥に対する消火

活動

第 4 回油脂20. 1il 

l 説家屋 2 階 6 帖聞

にて爆燃む時は、着

火直後 2階の天井段

落、屋根中央一倍日破

損、 2 階床中央部約

1m
2

破壊、南側面壁

は外側に倒壊、妻壁

一部脱落、 2 階装の

窓硝子戸は外に倒壊

表窓、硝子戸小破し油

燃縫を開始し、 4秒

で 2 階屋内花火焔及黒煙充満し消火員出動す。 20

秒で油脂並に落下せる天井及昼燃焼し火焔は東側

委に墳出す。屋根及窓からも黒煙盛陀域出。 30秒

屋内は火災とたり物干及 2 階裏側新裏に着火す。

階下陀漏落せる油により押入襖に業火す。此む時

表側に梯子を掛け 2階窓口よりパケツ注7] (aと開始

し、最初の56杯で火勢を制墜す。 3，5秒より腕用ポ

ンプ陀よる注水を開始し、 1人は 2 階裏側窓より

進入しJ京総に娃 1; 枚次で砂袋10間在投げ被覆す。

1分後は銭火の 7' ! X 態となり、ポンプ筒先員は屋内

に入り残火整理し他の l 人は薦口で之を助〈。

分後も小屋組及野地の一部煉る f星波で、残火整理

を績け 3分迄陀は完全に3震火す。焼失程度は屋根

50 底 油 脂 薄 緑 燃 の 瞬 間

VI 3 4  

中央部1m:.Ja:::
1
焼失し . 2階内部を焦がし概ね年境

程度である。使用務材はパケツ注水49杯で約 l 石'

5 斗鑑 1; 枚、砂はシャベル 2 杯、約 4 升と砂袋10

ケ約 1斗. 薦ロ 1: 本、ポンプは使用時間 2分47秒

で約 9 斗放水、梯子 2本、長棒 1: 本であった。

第 5 回泊指摘50屯、 4説家屋 6帖間知火の時は

瞬間に建物は床の一部及表と主要の外壁の一部を残

すのみで他は全壊し、倒壊物の昂に燃撲は緩慢で

最初から残火整理の7' ! X 態で¥前回よりも容易に消

火す。 2分45秒で完金に鎮火し、撲失程度は倒壊

物白下函及床板のー

部を焦した程度であ

るz 詳細は省省、異す。

第 8 回及第 9 回の

糞i燐話鉾年弾2却0庖及5印0砥奇&と

2家反屋より 5 mの屋外

護火では何れも家屋

外面陀多車数主の貰i燐d必f

策せるも燃焼綬↑ 慢受でで

、

火勢弱くし. J次k及火叩

十に亡て容易に f消肖火す。

詳細は省省、H闘略i俗告ナる。

ー 繁3問4宮虎家摩、油脂50lfi;

第 10回糞燐20砥、 E窓越正燃による家屋の破築

2 説家屋 6 帖の聞に 完走況

て着火む時は瞬時に全壊し. 3説家屋も一部破壊

せるも火沫の燃焼綬慢に ＳＰ 秒にでも火ｾｑＩ相を呈

せ歩。 50秒で消火員出動し、 l 分 17秒で燃懐滞く

蟻烈ならんとし特に楽側の l主jJ 壊家屋より盛んに火

乞吹きはじめ、此の時始めてパケツ注7]( を開始、

ｾ Ｚ 介で倒壊物下部の主火結に注水するも注 Ｗ｝Ｈ 困縦

君主る需， ;1荷口を併用して倒壊物を整

理しつつ注:7](. 3 分で、火勢を大正宇都1)

へ、 4分後娃 2 枚を原黙に被- t t . 6  

分30秒で、完全に鎮火した。家屋倒壊

せるも焼失程度は暫徴でるる。使用

資材は7]( はパケツ rc63杯、約 1石 9

斗，蓮 2枚、砂はシャベルに 2 杯で

約 4 升、鳶口 2 本でるった。

第 11 回は油脂50庖を一説家屋階下

6 帖の聞で爆燃し、消火員の出動を

l 分後とした。直後に四周の構造に

ゆるみを生じ土壁一部落下し. 油脂



盛ん陀燃機し 3秒で内部火の務となり 23秒で裏側

及東側より火焔盛んに噴出す。 1分 15秒で火勢最

盛とえ主り四周よりょた焔噴出し、此の時より 5名に

て東及裏側よりパケツ注水を開始し 1分30秒迄に

パケツ 15杯の注7]( で火勢撒大を抑へ、腕用ポンプ

に依り高所に注水を始む。 2分後には火勢殆ど衰

へ野地板、小屋組盤ヶ所で緩慢に燃携、床下に流

下せる泊も燃撰せるも大事主主く、之等の残火を整

理し、 3 分で殆ど鎮火紋態となり、 4分で術ポン

プにより残火整理をたし. 鳶口で l 階天井を落し

6分 14秒で完全に鎮火す。

使用資材はパケツ注水112杯、約 3 石 3 斗 B升、

鳶口 2木、ポンプ l 蓋佼用 4分 48秒で約 l 石放水

梯 子 2 丁で、あったa

各国を通じ7]( の使用量が比較的多いが、之は更

に訓練された人が 6人位でやれば. もっと少くて

も消火出来ると思はれる。然し赦況によっては更

に多量の水が要る場合 も営然2うり得るから 、7] ( O

準備は出来るだけ多くすべきで、るらう。

5. 動物被害獄況

之陀は家兎を使用し、第 1及 第 2 回賀 磁で原票占

から 5 m及 10mの地上に第日及第 7 回質験では 10

及20の地上に置き、第 5及 第10回責験では屋内の

簡易得待選所に置き、その救出訓練乞も併せ行っ

た。詳細は省略するが. 各回共服持、呼吸致、瞳

湿等を多少、増して居るが大主主る傷害は放し多少、

火{ 象を受け、或は意気消沈し食欲減退せるものも

あったが 3 日目には全部普通妖態とえt. D. 1匹も

死亡し友かった。唯第 7 回貰燐50託 で10m地上の

ものが火傷及小破片傷を受け瀕死に近く 3 日自に

も元気を快復したった。

6.建物被害獄況

各国の建物の被害7状況に就て詳細を省き概況の

みを述べれば次の様である。

第 3 回貴賎では 2 及 3 説家屋前面む硝子障子及

始、子戸はその場に韓国し、硝子は大破し涯は黒〈

焦げる。

第 4 回貰験では 1説家屋 2階では東及西の壁大

部分間壊、天井落下、屋根一部飛散大破す。桂表

聞は全面に亙り茨化、野地板、IJ 、屋組等半焦、建

具飛散、机は半焼、イ也の家具類は原形を止めや。

1階部分では天井たるみ 、建具、墨の一部燃焼せ

るも他は被害軽微なり。

第 5 国賓験では 4 説家屋は瞬時陀大部分国民表す

第 8 回賓験では 3 説家屋前面建具、羽目板、坂

塀 及 l 蹴家屋西側の濁白坂に貰燐火沫附着せる程

度にて被害軽微なり。

第 9 回責験では l 説家屋及塀等陀多数燐貰火沫

附着せるも燃焼に至らや。

第 10回質験では 2説家屋爆強結} 付近は倒壊し‘

他は辛じて残る。天井は玄関、芦所は大破し他は

全部脆落、屋根は大部分落下、東側壁は轄倒、 3

読との間壁も脆落. 玄関蓋所の仕切壁を残すのみ

3鵠家屋の天井、母屋は片側股落し釣り下 る。屋

根一束及小屋束殆ど飛散、建具は 2 、 3挽家屋共

殆ど綿て縛倒、小破又は犬沫を受く。

7. 気象及煙露批況

風は貰騒を通じ概ね北北西で毎秒 3 乃 至 4 mで

あったが、夕刻K は 1乃至 2mとたった。温度は

賞験開始時は町位で以後次第に降り総了時は約3
0

であった。漏度は大瞳50%から:70%位で、あった。"*l

塵は大穂765.5から767.5mmの聞を上下した。

煙は屋外では油脂は黒煙が高く昇り風下に流れ

比較的早く消散するが、資燐は極めて多量の白盈

が始めから次第に撒散し風下へ帯献に流れて風下

2千m以上に達した。屋内で建物倒壊し友い時は

最初厘が充満して直ちに原知を見付ける事困難で

あるが、量生杯の7]( をかければやや表へて消防活動

閤難とふ云程で友い。消火員は何れもマスクを使

用した。眼鏡は持って居? とが殆ど使は友った。

8. 大型』埠夷弾の効力

今日大型横夷弾と云へば通常20抵経以上のもの

守 2うる。ヱレクトロン弾にも米園には22.5抵のも

のがあると云はれるが強火時間と侵徹カの開係で、

一般に大型は使はれない。従って大型焼夷閣は三主

として貰燐及油脂弾である。

敵米英の持って居るものでは22.5: 眠、 25託、 50

託、 112砥 等 が る れ 最 近 欽 洲 方 面 で 使 は れ て 居

ると云ふ。又支那戟棋でも米軍のものを押牧して

居る。従つる今後の我本土空襲にも之等大型焼夷

弾が落される事を覚悟せねば放らぬ。

之さ専大型焼夷弾の効力の概要，は弐表。様であ

る。
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銭筋コ : / P ! ) - ト誌をは屋根を貫主、木造 2 階建 l  

では 1階床下陀落建ずる率多し |  一

齢 制 5 m、燃焼酎なのは最初の2分間でその | 20庖 と 略 間 際 で あ る が 夏 晴 聞 は 焔 が 庚 が

後 i t . 念速に火勢重量へるが約10分聞は原貼附近で |  る。

相官多量の泊が燃える。火沫飛散範圏は約 6 m

I  '火』焔大量〈瞬時陀裟火し落下後30秒乃至 1 分 宇 I  2UJ d; と同省Lであるが火災となる機舎が大である

火 災 の 機 曾 | ι  |  

l  で火災欺態となる。 I

|  牛径約 5m以内の尚子、日聖子、襖毒事を破援する I  20砥の場合より梢大きい
総 a 威 力 I ｟｟Ｚ｟］ＮＮＮＭＭＭＭ Ｍ ｾＮＭ -，，-. ._ -. ＮｾＮＭ ＭＧＭｾＭ - I  

| 程 度 |  

!  載 は儀少で、距 離 5mの下見板を貫通し得ない I  2U] f f ; の場合より精大きい
琴 片 威 力 I ==-- -. -....---- .  ｾｵｾ｟ｾ｟｟ ， ｟＠ - - I  

| 程 度 |  

傷 開刷品| 傷 答 限 界 距 離 4 mで、 10m附近では稀に油脂飛 |  傷答限界庖荷量 5 mで、 10m附近で・は20抵 の 場 合
回 開 澗 地 I ｾ，ＭＮＭＮＮＮＭＮＮＭＮＭＭＭＭＮ＠ ----"' -- ，.-....-..-，，-，，- I  

答 一 司 ー | 沫K より騒い火傷を受ける程度 |  に同じ

一 一 一 一 一
数 - - _ I 蛍火 室 及 襖 、 障 子 与 を へ だ て た 隣 室 の 者 同 熱 I 20抵 の 場 合 主 明 大 き U、

力 家屋内 I ＺｾＺｾ］ＭｾＮｾＮＺＭＺｾＮｾｾｾｾ Ｎ ＳＱｌ ｉｾ ｾＮＺＭ ，＠ -=)1 #_. .  I  

'J 一一ー| 火焔充満により全身火傷を受ける乙とあり |  

態 |  掛 で は 迅 速 に 嬢 敵 す る が、 屋 内 で は 濃 密 な 刺 戟 性 脚 充 満 し 長 屋 で は 速 に 隣 戸 K も 侵 入 し て 糊

|  困援となり消防活動を妨管する。

1

1

1

3

1

1

 

u

力

一

況

ロ

刀

一

一

妖

徹

一

i

一

銭

軍

貫

一

燃

20 lff; 泊 目旨 5草 日
庖 治 目旨 5翠

左

種
別 |

20 宜主 昔を 燐 5阜 50 
庖 宮正 首邑 ij ftY. 

l f 微 力 | 糊 旨 獲 に 同 じ i 同 上

多重止の燐片を飛散し屋外で・は牛径60m以 上 に 及 火沫調骨量主範聞は2UJd;よ Dはるかに大である

燃 焼 先 走 況

ぶ 、 密 度 大 量 い の は10m以内である。小燐塊は

建立分で燃えつ 〈すが原里占附近では大きいもの が

40分位燃える

災 の 機 曾 I 爆 風 l亡 よ り 破 裂 を 伴 ひ 、 叉 多 般 の 火 駄 を つ ( v I  2U J d ; と同形であるが更に火災の機曾大である

火 落下より 40秒 乃 至 1分牛で火災欺態となる

宇 径 約20m以 内 の 硝 子 戸 、 障 子、襖等を破損、 様車ね2UJ d; K 同 じ で あ る が 、 普 通 木 準 家 康 に 命 中

緑 風 威 力 牛 径 7m以 内 下 見 板 、 雨 戸 を 破 裟 ず る 。 普 通 家 すれば完全に倒壊する

屋に命中すれば倒捜することあり

5草 片 威 力 ! キ 径10mの 下 見 板 を 貰 〈 程 度 i 牛 径20mの厚さ 1寸 絵板 を 貰 〈 程 度

傷 |開 地I 傷 容 限 界 距 離 6 mで 露 出 し て 居 時 は 金 身 火 傷 I  20託 よ り 更 に 威 力 大

宅普 澗 を受け卸死する

主主

l -カ 家屋内 身 K 及ぶ乙とあり

l - 憶 を 出 し 家 屋 … 醐 離 と な P消 防 町 九 一 … … 入 す

煉 る。

9.む す び

大型焼夷輔の消火要領陀就ては既に一般に指導

されて居るので省略するとととする。

術大阪に於ける賓験では貰験計査に営られた閥

係者の外陀、各種調査に就て怯大阪市の建築部、

医大理皐部. 園防化皐協舎及府む建築謀、衛生課

符防課等む開係者の絶大友御協力に依り成ったも

ので重うる事を附記して筆を掃く。

( 室長者は 大阪府守安部署野防謀、 地方技師〉
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防 空 空 地 及 室 地 帯

昭和 18年3月30日付内務省告示第181競を以て、

防益法第五僚 ノl i 第 2項の規定陀依り地区が指定

された。防益法第五僚ノ五第 2項と l念、 「主務大

臣ハ防空上空地ヲ設クル鴛! 必要アノレトキハ命令ノ

定ムル所ニ依リ一定ノ地直ヲ指定シ其ノ地区内ニ

於ケル建築物ノ建築ヲ禁止叉ハ制限スルコト ヲ

得」と謂ふのでるつて、所謂防昼空地或はｾ地帯

と栴せられてゐるのがとの地直に相常する。今問

の指定は東京府及大阪府の 2 府のみに止められた

が、機を見て都!次他府臓にも指定せられるものと

相像せられる。

今、大阪府に於ける該営地の i問委を列記すると

次の如くで遣うる。種々の都合に依り誌上に詳細闘

商を掲載するととが出来危い故、詳しく承知され

度い方は大阪府臆( 建築謀、警防謀、都市計壷課〉

大阪市役所、所轄警察署等に備置きの開係間面を

縦覧せられ度ぃ。

防 Z芸 杢 地

大阪市旭区地内 9ケ 所 約23，300坪

同 東 成 直 地 内 20ク 所 約37 ，400坪

同 東 淀 川 区 地 内 9ケ 所 約22 ，200坪

同 北 直 地 内
21 ケ所 約21 ，300坪

同 東 淀川直北直各地内 1ケ 所 約 900:1卒

同 東 区 地 内
7ケ 所 約 6，700珂ー

同 天 王 寺 直 地 内
9ケ 所 約11 ，600:1"[-'

同 東医天王寺区各地内
1クー所 約 1，800:1平

同 住 吉 直 地 内
42ヶ所 約81， 300坪

同 西 淀 川 区 地 内
21 ケ 所 約76，800坪

同 東 淀 川 直 西 淀 川 区 各 地 内 3ケ 所 約35，000坪

同 此 花 直 地 内
6ケ 所 約21，500坪

同 浪 速 区 地 内
7ケ 所 約 8，500坪

同 西 成 直 地 内
35ケ 所 約79，400坪

同 住 吉 区 西 成 区 医 各 地 内 1ク 所 約 1ぺ00坪

同 港直地内
19ケ所 約90，000坪

吉 田 信 武

同 大JE直地内 ｬｬｾ ケ ｪ 列約 ＹＶ ， ＰＰＰ 坪

計 222ケ 所 約614，800坪

備常木直の名; 栴は 3 月30日現殺に依る

2さ j: t l J 特

内環J伏Z宅地帯 城 北 空 地 特 約 435，000坪

同 峻 策 室 地 帯 約 681 ，000坪

同 平 野 空 地 帯 約 495，000坪

同
住 吉 空 。 地 帯 約 542，000坪

同 住江ｾ地帯約 185，000珂i

小 計 約 ¥2 ，338，000坪

放 射 冬 地 帯 高 井 田 空 地 帯 約 180，000坪

同 久賀寺ｾ地帯約 730，000坪

同 矢 田 空 地 帯 約 180，000:f平

問 大 和 川 空 地 幣 約 650，000:f! F  

小 計 約 1; 740，000坪

外環 Ｗ 状ｾ地帯 吹 田 空 地 特 約 3，816，000坪

同 味 生 空 地 帯 約 1，386，000坪

同 河 内 空 地 帯 約 5，846，000坪

同 長 官 室 地 帯 約 1，505，000坪

同 堺 空 地 帯 約 6，997，000坪

小 計 約19，550，000坪

計 約23，628，000坪

純 計 約24，242，800: 降

以上に見る如く 、防空空地 222 ケ所面積約60高

j手、内環i状霊地幣約230高坪、放射安地帯約170高

拝 、タ1・環f伏空地響約2360高坪、純計約2400寓坪と

いふ相営膨犬怒る地積に上ってゐるのである。

扱、防空空地或は宰地帯干の効用如何にと謂ふに

との問題は既に量生年或は夫以前に 、地方計壷乃至

都市計霊の立場から解決済みの事項に属する の

で . 蕊に其の根本原還を詳細に記述する必要は更

にない。 。位近世既設大都市に封する恒久的防空措

地法として考へられる . 市街地の膨張抑制、建 築

物の疎開. 密集地の直劃、重要施設む分散、一般
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託銀納繋帯鶴!

ふ

・

守

札

R

防安施設の盤備等各種婆件を満たずに、最も手耳え

り早く資材もかムらぬ方法は、との防空室地及祭

地僚の設定以外に見営らぬととを恩へぽよろし

い。市街地内にるって空襲時被害の軽減を圃り消

防. 防火、避難等む防空活動に資するのが防空空

地でるれ更陀家屋の連搬を防止し都市の過大化

VI 3 6  

ｾＱ 婦 σ 一ﾭ
ｾｴＧｾ忠弘、ＢＢＢＢＧＢ

｢ ・ ｩｴｾ 伊戸Ｍ、

を抑制する震のものが空地帯であると考へて差支

へ1:J. い。

今回指定せられた防空空地は面倒ｾ 900 坪以上

白ー闘の空地でるるが. 附近が市街化せられてゐ

主主い所には設けて居られ放い。而して都市中心部

には特に空地が必要であるにも拘らす= 貫際大きい



ごむ

ごとる

ｼ医区三ｾド阿駁奨以川茨栴
一 一 一

潤頭翻器燃附誕

I  'ft l蜜宮ま宮! I  

2さ地が甚だ乏しい f託、其の部分に於て 1' : 1: 面積約500

坪程度以上のもむを指定されてゐる。併し之はる

くまでも原別であって . 2さ地D 比較的多い所、2 ，' l ;

地帯に接近した所等に於ては相営の手加減が講せ・

られてゐる。外環欣空地帯は母市に近接した郡部

tて母市を取囲むやうに設けられ、現在は殆ど農耕

地で. 其の幅員は l 粁乃? l a 2粁程度となってゐ

る。内環欣ｾ地帯は密集市街地の外周部に直接し

現在空閑地である場所在= 選んで、ゐるが中には相営

建物の存在する箇所もるる。幅員は約 300 米を平

均とし最小約150米程度である。

ヲえに. 防星空地及室地i帯内 tて於ける建築物に封
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する制限であるが、共の根鍬 lま| 坊益法施行規則第

四イ氏 l'こ示されてゐる。. t : ![Jち‘

防益法第五. 後ノ五第 2項ノ規定ニ依リ内務大臣ノ

指定ス ノレ地直内ニ於テハ建築物ハ左ノ各競ニ掲グ

ルモノ ヲ除クノ外之ヲ新築( 改築及再築ヲ含ム J

叉ハ増築ス ノ¥- コトヲ得ズ

1. 農業、林業叉ハ蓄産業ヲ管ム者ノ; 業務又ハ居

it ノ用途= 供スノレ建築物

')，公|湖 、運動場ノ類ノ ;施設 エ附随スノL 建築物

3. 防空上必袋ナノレ施設ノ用途ニ供 スル建築物

4: 1百I各競エ掲 グルモノ 、外防空上空地 ノ効用 ヲ

害スノレ庭ナシト認メラノレ、建築物

前E東各盟主= 掲グノ! - .建築物ヲ新築父ハj曾築セント

スノレ;者・ハ地方長官ノ許可ヲ受クベ シ但シ地方長

官エ於デ別段ノ定ヲ鴛シタノレ場合ハ此ノ限ニ在

ラ ズ

と、識はれてゐるのであるが‘ 1壁際の取締りに常

ってとの規定のみを闇執するわけには行かね。防

盗塁地、内環j伏空地場、放射空地機、 外環紙空地

帯と夫々多少性質の異った地直のあるととである

から、所謂内規として地方の茸情とも脱合せ、地

方臆に於て之等に封する遁営危取締方針が決めら

れてゐる筈である。内規は何ｾ迄も内規である故

其の全貌を明かにするととは出来危いが、建築物

建築の立場から見て、防空空地に於て最も般、外

王室 ｊ 伏ｾ地停に於て最も設と若徹して裳支へ主主から

うし、又新築の場合許され主主い建築物も増築の場

合は或程度迄許されるものと考へてよからう。

街、大阪府に於ける防空空地或は空地帯に建築

物を新築叉は増築しようとする場合の許可申請手

続であるがもそれには次のやう充足項目を明記した

書類 2通を建築位置所轄の手警察署に提出すればよ

L円。

(1) 申請者の住所氏名及職業

( 訪建築位置

(3) 新築( 改築、再築及用途の費更を含む〉増築

の日1]

V I 4 0  

(4) 建築物の主たる用途〈用途の鐙更を篤さんと

するときは従前の用途を、増築を魚さんとす

ると きは其の部分の用途をも記載するとと〉

(5) 敷地面積、建築面積、各棟毎各階床面積並に

建築面積む敷地面積に封ナる比、防空法施行

規則施行後場築せる組床商積の地直指定の際

よ見に存在せる組床面積に劃する比

(6)工場に在りては原動機の種類及馬力数

(7) 新築又は増築を必要とする事由

(8)起工及竣工務. 定期日

(9)闘面( 附近現況岡、配置閥、各階平面閥、其

の他必要と認むる聞書〉

間して、市街地建築物法令、工作物築造統制規

則、府令建築取締規則又は防空法施行規則第一俊

若は第三僚の適用を得? とる建築物にあっては、そ

の申請書類の所要事項を併せ具してゐかねば主主ら

ね。イE し、大阪府に於ては、既存の建築物む用

途を費更して防空法努行規則第四傑第 1 J頁第 11波

及 第 2競に該賞、せる建物とする場合. 又は 、外環

ＷＱ 犬ｾ地併に於て同規則第四僚第 Ｑ 項第 ｈ 虎に該蛍

する建築物であって床商積20平方米以下の新築又

は増築( 線床面積50千万米以下) をなさ うとする

場合には許可申請が不用とえにつてゐる。

以上に於て甚だ簡箪ではあるが、防空空地及室

地帯の直城、目的、方針、制限、許可申請手蹟等

に就て- J ; t . 患の設明を終へた心算である。地上隈な

く建築物を以て充満せしめるととが土地に劃する

最上の利用方法であるとの従来む観念よりすれば

とれに該堂する土地所有者K とって甚だゐ気の毒

ではるるが. 併し土地の利用法は之のみに限った

わけで、はない。市民の厚生錨設、農作物の生産施

設、其の他園土防禦に最も必要怒る各種軍事施設

等として活用するとと K 依って大いに途が開ける

のでは主主からうか。高度菌防園家建設の溝江湖の

御援助を希ふ次第である。

( 筆 者 欣 阪 府 土 木 部 都 市 計 筆 腕 防 課 、 )

都市計隻地方委員曾技師緑地方技師



が ん て ん

山 正ロ

1  

鉦はがんと怒り、太鼓はでんと怒る。がんでん

がんでんは鉦と太鼓のはやしでるるが. ととでは

t プ

そのはやしに合して演ぜられる「壬生狂言J のと

とを指す。

壬生寺は京都でも人家の建てとんだととる 、何

々;J 、路といった狭い街路に固まれて 、わ りあ ひに;

庚い穀地を持ってゐるが、あるか無きかの樹木と

荒れさびれた小堂宇が庚い境内をもてあましたよ

うに慰在して奇妙な空虚感をただよはせてゐる。

しかし、むき出しにされた白い主が、挨つほ・いう

ちから不思議君主親しみを感じさせるC はー髄どう

いふわけでるらう。

流7. K維苔i策閣として白醤樹頂生縫ふ北部ω名寺

や 、春夏秋冬饗客跡をたたぬ東山の大寺とは 、全

く趣を襲へ 、よき遊場として附近の子供達のため

に開放されてゐる、との寺稿特色やり方には充分

好感がもてる。

寺幼経営の専門家にいはせれば. ゐそらくは徐

り賞めそうに君主い荒鹿感が. 民家 との親しみに因

するだけ f亡、俗に沈んで、俗を眠し 、却って悌様ら

しさを思はせる ο

壬生狂言 l' t 、との壬生寺で、毎年 4 月21 日から

80日まで、混ぜられる。舞蓋は能舞蔓に似てゐるが

がっしりとした骨組のために騎が多く 、田舎くさ

くて、主11何にも洗練た経てゐ主主い。やはり橋がか

り様のととろがあり 、役者の出も引っとみも 、能

や狂言によく似てゐる。たに著しく臭ってゐる

のは、低い手摺か橋がかりから舞蓋にかけて背景

を放し 、その? きるととろに 、鉦と 太鼓がある黙

である。その手摺の向ふ側にも廊下があるらしく

手摺には、鈴なりに怒った子供が、文字通 り舞蓋

主要から間際IJ してゐる。であるから 、可愛いい子供

達の顔と装で織りたした錦の幕を背景に 、狂言は

演ぜられるのである。 子供達といへば. との興行

の最大の顧客は、がんぜない子供主主であって、舞

惑王国から右方の石i者: の壇石にまで、ぎっしりと

並んでゐる。そして. r公でんJ J しると」む屋蓬

庖までが共々に観劇してゐる風景は、 E しくー幅

の錦織である。とれに反し 、大人共は、殺風景な

錨骨上家の下、新聞包みのハキモノを座右に、床

板の竪さをうすべりで凌ぎたがら観る。

壬生寺は鑑真和上開創の律宗別格本山で、あるが

正安年中闘魔上人が衆生済度のために始めた融通

念傍が、多勢の人々 / 1 : ととぼのとどか友い事を憂

へ 、むしろ無言にしかす= と身振り物真似の黙劇を

考案した。とれが大念傍狂言、即ち、壬生狂言む

起りである。

がんでん、がんでんに合して終始無言の所作ば

かりであるから、観客理解への道程は、完工かなか

複雑である。観客が一般大衆でるる事、皐主主るス

ケッチ劇でなく、道理を吹きとむ目的をもってゐ

る事主主どが、演劇効果の不徹底を許さない。即ち

所作は. 皐友る無言劇としての表現負捲以上のも

のを負はされ、筋の運びは、それを助砂て. 完全

4 1  VI 



なる効果をもたらさなければならないのでるるか

ら. もどし、くりかへしが多く、運びがくどくて

今日の輯劇寸劇なら、アツといふまに. やってし

まひ得る程のものを. その十倍もの時間と手搬を

かけてやるのである。もし、闘魔上，人の頃に. 擁

護装置が琵明されてゐたなら、ゐそらくとの壬生

狂言は、もっと別の形式をとってゐたであらう。

今回大衆娘繁への大劇場主義や視覚の経済を生命

とする映喬i亡やける搬聾装置の性格や. 内外に存

在ナる他の無言劇との比較、所作ばかりの音繁映

喬などと. かれとれ考へあはしてみるならば、興

味っきぬものがあらう。

筆者は. 在架設時、見寒波行で一度観? とととが

あるが、血の気と雑念にわぎはひされて、壬生狂

言のよさがわからすヘじっとみてゐるととにさへ

苦痛を感じ、何故もっとカ ヅ トして簡潔にしたい

のかと腹を立てた経騒がある。で¥物心ついた今

日再見すれば. 或u. は年齢相踏の感興もあらうし

また文化人たる資格にも遁ふでるらう. と. 去る

24日花曇りのむし暑い午後の牟時. その殺風景な

鎖骨上室長の下に焦ってみたのである。が、挨つほ・

さと退窟さとは. 20年の背と篭も費らすヘとちら

の心構も進んで、ゐないとみえて、第一番目の「地

絡筈'JJ がすむのを待ちかねて、とび出す事畢生時

分と全く同じであった。時りみち t亡、民家の奥庭

などに I突きほとってゐる白蟻が妙にわびしく思へ

たのは. 筆者の年齢にのみ. やはり費化のるつた

誼擦で. 既陀生命を捨て古物として生きてゐる壬

生狂言と、共第陀枯れて行く活きてゐる人間とし

ての筆者との相閥的関係は. 僅かに白藤によって

明か陀された。ｾｉｬちＮ 20年やそといらの歳月で密

化をみせる壬生狂言でないととは勿論. 保存期に

入った古物は容易に塑貌するものでな< . むしろ

本来の轟生命を脱却せるが放に、形のよて. は却っ

て正確厳密なる惇iまがなされるものであるととを

了解した。春、京都の各所で催される遊女の舞の

如きが、古いものを扱ひながらも、常に新しい題

材を揖取するべく努めてゐるのは. やはり、木来

の生命を持って生きてゐるからであらう。

鎌倉末期以来のとの狂言が. 今日行はれてゐる

ものと全く同じであったか、主主ひは少しづっ境改

されつつ傍へられたかは、わからたいけれども、

¥1， 4 2  

ゐそらく徳川期. まだ生命を持続した聞は、少し

づつでも時々に臆じ? と形態上の襲化がるったでる

らう。全く枯渇して、本来の目的苦と果さえ主くなり

生命をも取り. t o - とした今回、形式はむしろ固定し

て費化を示さ左足くなったと考へる。たれとうし

たものを、明治・大正の人々が、その以前のまま

の形で傍へて来たととには敬服もし. 不思議なと

とにも感す・るのである。また. 前記のような考察

から、今日演ってゐるもむは、ゐそらくは. 徳川

末期の形成のものであらう、と戯れ陀想像してみ

たが. どうでるらう。

2  

ととろで¥乙ういふ古物を現はずに、盛に. 古

典といふ語が用ひられてゐるととについて. 考へ

てみたい。室町時代の花、能繁が、古典と構され

るのであるから、一唐古いとの壬生狂言君主どが、

古典であっても不思議はないむであるが. 庚くー

般についてみるに. 今日古典怒る語は、富余りにも

軽々しく用ひられすぎてゐる。質例をあげれば.

文楽放どは無論古典華街であるし. 火縄銃は古典

的兵器といふととに主主れ るんどんやランプは照

明の古典として認められるといふ風でるる。君の

スタイルは古典向きだといへば、洋服が似合はな

いととであり、儀式ぼった手紙だから古典でたの

むといはれたら、巻紙に鋒でしたためねばなら

ぬ。甚だしきにいたっては、古典的ニユース映喬

の再度上映などといふた例さへある。とのととる

古典は現代の流行児で¥活字がいくらるっても足

りない程の忙しさでるる。殊陀. 古い文皐の研究

が流行しだしてからは、それが一清ひどくなり.

古典といふ語に封ナる定義はさらにしまりが放く

怒った。記紀. 風土記念ど奈良以前のものを古典

としてゐる番もあれば. 更に古語拾遺. 延喜式を

も加へて. とれが古典じやといふもあれ上代か

ら平安、鎌倉、室町. 江戸まで入れて、式亭三馬

十返合一九もろとも古典の中に抱括し. 古典文撃

入門と銘うった本さへ出た。但し. 便利えにととは

便利な語でるる。筆者の如し壬生狂言を古物な

どといふよれ古典といった方が意味はー麿明瞭

かもしれ友い。ただ. 無反省t亡、古典の筒L用をさ

けてみたのであるが. 一腫世間では、との語を用



ひとb場 合l乞、どういふ意味を含ませてゐるのであ

らうカ込。といｾと、

まづ、『古いものｾ r以前のもの J ｾそのうちで

も一寸はまし訟 ものJ r以って後世に捜す慎値あ

るものJ 更に 、『現在及び未来に属さぬものJ ｾ過

去りものJ といふ程度であるらしい。

では、との語の本賞の建生的えに意味はどう・であ

らうか、象者の説くととろをきいてみよう。

岡崎義恵氏は、その著「美の停統1 にたいて.

「古典と いふ漢字は元来は古い典籍といふととで

あらう。典は害時を蓋の上に傘びゐいた形である

から、書籍を敬った意味がeb t> ，そとから後に法

則・規範といふ意味も生じたと思、はれる。- それで、

itAといふ語には告ふ兵籍といふ意味と古ふ急範

といふ意味とあるが、書籍を離れた古い規範とい

ふだけの意味には、今日殆ど用ゐられてゐないと

思 ふ』

と述ぺてゐ る。

とれで「古典」の本堂の意味は一躍明かにたっ

たのであるが、との支那から来? と日本語の用法に

は、西洋のクラシックといふ語の持つ意味が反映

して相営複雑で、2うるととを見逃しては主主ら友い。

西洋の》長 L3J が、ではどんた意味を持ってゐ

るかを調べてみると

Cl assi c r模範の」

「古ギリ シヤ及 ローマの」

「古ギリ シヤ及 ローマの蓄」

「経典」

Kl assi sch r卓越せる」

下模範の」

「典型的」

「古典の」

「古ギ リシヤ及 ローマの」

Cl assi que r古典の」

などの語義があげられてゐる。 もと よりとれらは

座右の小形静香から拾ったのであるから、皐術的 。

に正確とはいへ友いが、大韓にゐいて西洋のク ラ

ユ予》には「すぐれたる もの」といふ意味と「古

代の書」といふ意味があれその古代は「古ギリ

シヤ及ローマ」を指すととが判断される。

さきの岡崎氏のいふととると、との判断とを較

ぺて、西洋の》与 シツ》怒る語に告主怒る語語を

あてるととの正しいととが了解されるであらう。

そして . クラシックが「古ギ リシヤ及 ローマ」と

いふ歴史上の時 代を指すもので②る以上、古典な

る語も 、場合によっては同様に 、 「古ギリシヤ及

ローマ」を指す語として扱はるべきととを知って

やかねば友らない 、西洋建築史に4ないて我々は.

J レネツサンスが古典醤術の復興で、aうると いふ場合

の古典は主として古ギリシヤと ローマ及びクリス

ト敬建築以前のものを意味するものと して了解し

たのであるし 、19世紀ア メリカに起つ?と Cl assi c

R evi val 式でも 、その Cl assi c は古ギリシ ヤとロ

ーマの形式に重きを会いた。かく考へ来るとき、

古Aをもって. 古ギリシヤとローマ、或ひは更に

ローマ以降の時代をさへ包含する語として扱って

ゐるととは容易に認められる。との古典へむ概念

を倫明かにするため K は、例へぽ佐藤功一氏の西

洋建築史から「ギリシヤ建築は西洋建築史上、古

典建築の粋とも云ふべ きもの… .. J といふ旬章を

とれ氏が古典建築の範圏を古ギリシヤに限らす=

少なり庚範囲に解穫してゐるのを参考とする とと

も出来る。また、皐舎の建築術語集の: 古典様式」

の項では rCl assi c Styl e，古代ギリシヤ及ロー?

の様式」と説明し . パルテノン とコンスグンチヌ

スの凱旋門の窮民を掲げてゐるととから、古典が

「古ギリシヤ及ロ ーマ」 を指すととは . 西洋建築

史家の締意ともみる ととが出来る。

ととにゐいて 、我々はまづ普通人として.

古典を古い書籍、古い規範

といふ意味に用ひ、ヨえに建築史家と しては、

古典を以って 、古ギリシヤ及ローマむ建築

と解すればよいといふととにたる。が、ととに一

つの異論が唱へられてゐる。 e. pち. 瀧深J I ( 弓氏の

古典観であって、氏は. その「建築論」中に、

「ギリシヤ人がその内怒る創造力〈親費〉から

生み出したととろのオ ーダーをロー? 人は眼の前

K 見てゐたが、とにかく手探りで模 倣した。それ

だからとの爾者の建築を共に古典的。語をもって

被ひ去る事は 、原理的に正営で1' : r . . い」

と蓮ぺてゐる。との瀧淳氏の指摘は正K 氏の史

観の銃さを示すもので ｡ う って、注目に 促すｾ。 古

ギ F シヤ及ローマを古典と稽するととは( 古典の

うちたにるローマはギリシヤを模倣したもの〉であ
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るから本営のものとその模作 とを併せて等しく古

典 とよぶととに友る . その不合理を . 瀧 海氏 は指

摘 されたのである。とれは古典といふ語陀封ずる

最も 正確定Eる認識に 出聾 したものであって 、凡庸

なる解穫を 既成の西洋建築史に加へてゐ? と人達に

は意外でまうったかも知れない。

筆者は 、乙と lて再び‘ 岡崎氏の「美の停統」か

ら次の一節を引用して、読者司が瀧浮氏の設の J E 存

在検討する兵としよう。

「クラシ‘ クといふ語は . 口一? の』拝者がギリ

シヤの大家を稽ま貸するために、ローマ市民の最ー高

階級を表す語を借用 したととから始まると体へら

れ、元来最高の作家といふ意味を示すものであっ

たと 思 はれるが、 その最高の作家と名指したもの

がギリシヤの作家であったので¥との語はギリシ

ヤの作風を意味するととにもなった。そとでとの

語は二つに分れて最高の作といふととと. ギリシ

ヤ風の様式といふ乙とと、二様の意味注持つとと

になった」とれで¥古ギリシヤとローマとの聞に

存在したクラシックの語義は明瞭で、理論的主主思

惟の成果である灘淳氏の読と 、 語のｾ奥的考察に

基く岡崎氏の説とは完全にー殺をみる。

かくあるから陀は、西洋建築史上の用語I' l : 閲し

て古典なる時代走古ギリシヤに限る ととが営，然提

唱されねば怠るまい。自然、建築の規範といふ優

位も古ギリシャκ のみ奥へられるととに怒り、古

ギリシヤを以って、西洋建築史上の一大卓越時代

として遇すべきととも営然となるから . ローマ以

降の建築に針しては自ら別の語を以って時代観念

を表すととが遁営であらう。

とれで西洋建築史上の問題は片附いたが、残る

ととるは日木建築史上l亡必ける古典の添付場所決

定の問題である。

本居宣長は

「紳典」

「御典」

「古典」

( カミノフミ〉

( ミフミ J

( イ エ シ エ ノ ミ フ ミ )

( イ ニ シ エ プ ミ 〉

などの語を用ひ、日本書紀にも

「不易之典」

「古之良典」

「 笹 典 」
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L ツ ネ ノ ノ リ )

( イニシエノヨキノリ )

( ツネノノリ〉

「故 典J ( フノレキノリ )

などの語があって 、古い典籍とか縄範の意味陀用

ひられ・てゐるとのととが、前出岡崎氏の著書陀み

へてゐるととを以って考へでもー古典放る語の 日本

ｪ ＧｬＺｾける調特の時代観念が存在するととが想像さ

れるのであって、それに従って日木建築史上の古

典時代も決定さるべきであらう。

ただ、一般人が; 萄葉や源氏を古典と栴ずるよう

な気砲な無反省な態度をまねて. 法起寺や法輪寺

或ひ Id : 孤立庵、妙手事庵を日木建築の古典といひな

らlましたれ能繁や壬生杭言をとも古典と遁栴する

よう放ととは避けたいと考へるのである。

〈筆者は 京都市笹繕部第一技術課技師〉

南方建築様式の確立

宅子 ロ 正 久

近代戦ょしての性格と意義を以て 、大東京. 戦午、

が勃登し 、短期日の聞に英米蘭の積年の殆ー民的地

域及び東原侵略の醸難から、そむ躍手を臨愛し 、

我が園を指導者とする東亜共祭閣の樹立を着々と

完成しつつある態勢にあるむでるるが、大東亜戦

守が近代戟たる本質に於て 、堂然長期化総力戟化

であり 、資源戦争でもあると云ふ明自主主特徴を具

えてゐるのである。との事は戦舎の一面に建設と

云ふ事が相閥的l乞途行される事が約束されたけれ

ばならない。! ! J 1 ち議舎に於ける政府の南方開龍二ti

針の宜明等、此の事 fと明らかに するものだ、あるが

勿論昭和 15年に決定した日浦支経桝建設要綱及び

閤土計喬設定要綱を 、高度開防闘家建設の精紳の

線に沿ひっつ、南方新地域まで拡大延伸する事: は

論を侠たない。然るに新たに加つ? と南方諾地域は

今主主散米諸閣の搾取と塵迫のもとに坤吟し、大東

亜戦争を模機として 、今やその経特から逃れ、我

が闘を中棋とする東亜共祭園のー漢を加撤する様

に左足ったのであるが 、理想的東亜自髄の東夜を築

く篤には 、現在までの植民地性、後進性等を考慮



しつつ綜合的且つ統一的な、経済、文化等の迷刀 h

P J . る建設的工作が行はれ怠ければならないのであ

る。即ち大東亙戦宰を槙機として、人口、苦手働問

題が話器、涛と起り、その最良且つ念速な解決を迫っ

てゐるのであるが、資源開護の問題K 闘して、吾

が閣の人口も相* - ・南方に進出勇躍する事は議想、さ

れPJ . ければPJ . らない。 三千が園は湘世十i事鑓、支那事

獲を遁じて、高度闘防閣家建設の精神陀則りつつ

経済、文化等の建設のｾめ、相常な人口移住が行

はれてゐる。特に満州閣は、良き範例として、苦

々に使吸を奥へ、方向を示してくれてゐるので新

しい南方諸地域の建設工作K 無駄な勢力の消費を

避け得ると思ふのである。・然し吾- k は自己の建築

と云ム職能領域より、此の建設工作の一端を婚ぜひ

高度園防園家の建設に高金の努力と蔀蓄を傾注し

て、自己の責任を果さ怠ければ主主らないが、南方

諸地域の人情風俗の調査は勿論のとと、気候風土

材料等或は既成家屋の科率的研究が可及的速かに

行はれる事が必要で、ある。元から私の偶感を二、

三越 べて見度いと思ふ。

x  x  x  

;東亜共策閣のー識とし てむ南方地域は、 rJi: 大で、

大陸的地域もあれば、島腕として海洋上に貼在して

ゐるものもあると云ふ、 ｾｴ 候風土の菌からも各地

域K 相嘗な! 際隔のあるととは言を倹たない事責で

ある。即ち地園を絡けば首常出来るととでるるが

# 等に吾が閣の前に憎伏せんとする液酬が琵熱僻聞

は勿論湿幣閣のヰI Yc 遣うると云ふ事に依っても 、如

何にｾ大主主地域的抜りがるるかと ｊ ミふととも 、 又

それに依って、 l栓J ! f . i _ 陀南方と云ふ概括的言詞K 依

つては到底把握の出来ないものの存在することも

認識出来ると思ふ。叉各地域の雨期と車t紗] との交

替期或は経績期間の立11 き或は雨量の多みと :ζ ふも

のも自然K 相違してゐる。がj へば、地球上の北ヰ球

と南半球とは裳i喰が相酎的逆現象を示すので、冬

期アジア大陸より吹き出す風は、地勢、或は罪悪i羊

に影響されて、大櫨ヒリツピン、俳印. タイ、ぜ

ルマ等は乾期t仁左l : t ，山脈の関係上、ヒリツピン

の北東部、悌印のトンキン、安南地方は相営な降

雨をみると同時に、マレー字島の東側及び蘭印陀

於ては海洋に影響 され、雨量: もその極に遼すると

云ふ欣態で、アジア大陸より! I I ，き出す風が、各地

域陀依って 、その相貌を境ぜさせると云ふ一事を

以ってしても、南方の気候風土と云ふ概念的一括

さが非常κ 大きい危険を包含してゐると云ふとと

を教示するのである。

斯くの如く気温及び雨量等む自然的現象の差隔

並びに多3襲、その結果育成する 自然的登生物も営

然それに感じたととろむ結果音と現し、其の土地に

建づ建築物も、それの制約下に喜うれその範圏内

で材料、構造と素朴的採用が行はれ或る程度建築

の様式が決定され、現に見る南方各地の既成家屋

としてあらはれてゐるのでるる。然し吾々は吾々

が積年馴致し? と領令風土から離れて、突然新しい

土地のそれ陀順感出来る可能性のるる髄質でZうる

か、叉過去よりの侮統された生活様式を直ちに揚

棄して、新しい環境の中に淡入出来るか、もし出

来放いとすれば、どの程度の生活様式ｴＲＩｾ賓と、そ

れ陀聖母感した建築様式を創造し、より良く苔が国

家の蛮展の 、そして東亜共楽園の抱導者としての

優越的髄質の保健と持久のために量産さなければ主主

ら友い。此等の事は満訓園の建設に於て、辛酸を

君主め J降にその正常tJ.. 姿に立還り、進むべき方向に

その歩武を着々と進めてゐるとき、寒地と熱地、

北半球と南半球と云ふ気温的地域的差違は ibれど

も、その本質的なものは事も臭るもので主主く充分

るるべき方向を示してくれてゐると思ふ。

×  ×  ×  

大東，亜戦年: の捌: た々る戦果は英米i嫡の東亜侵略

史に終止符ーをうち被搾取民族を、その正営危位置

まで引上げ、共策的庚域経済む確立と共に自然の

主要庫たる南方地域に吾ーが民族が進出 し高度菌防闘

家の建設のために、且叉、共柴閣の指導者として

直接南方現地開拓に従事し主主ければなら友いが、

その重大友司線的使命を 完量をするためには、熱僻

生活ーと 日本人の身盟的f条件或はその影響K 依る仕

事の能傘等現地盤象的努働科接的i I D よりの研究が

綜合統一的に行はれ、それ等の結巣と平行して、

私的なものから公共的えにものだ到る全ゆる建築に

その性質と目的陀従って合目的陀解決し、建築が

ｾの建築としての役目をと果さす様に、苔々建築家

は自己の職能より努力を傾注し主主ければ左足らぬ。

莱博士談に「特別の外観的差違は友いれけども南

洋で出生した日本人二世は髄格が劣等である。然

し、現在純農夫であ s 者の二世は髄格は優秀で、あ

るが、これは熱帯に於ける生活態度、 とくに植民
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地の自由と自然さがとの結果をもたらしたのでる

らう」又「出産容は決して悲くないが乳幼児の死

亡率の高いととは注目すべきである」特に戎の言

葉は大き友暗示と共陀、解決の方向を奥へてゐる

と思ふ、即ち「能率の低下は、早暁経5念ずるもり

で、仕事量、作橡能力、恩来の能力が阻害され、

根思減退、判断力鈍く健忘症と左足る、然し各人む

敬育、職業、年齢、精神欣態などによって能率低

下の程度比差異を生じ、意、情念生活感情ｦｌｾうる者

には低下が大でるる、仕事の能率低下を最小限陀

止めるためには少しも早く、生活態宣を改良し、

郷に入つては郷に従ふととがL必要で、2うる。能率む

低下は、その大部分を疲努に負ふのでZうるから絶

えす巧皮努から如何にして遮かに恢復するかを考慮

するととが肝腎でるり、其最も効果的1':J. 方法は睡

眠でるる」以上の事は、パラオ、サイパンで、富主義

的心理象的方面より詳細友暴術的調査を行った結

果でるるとの事だが、他の地域に於ても近似的結

果を示すものであると思ふ。斯くて南方開裂に際

しては、精神的肉腫休養と保育をなす住居は勿論

のとと、其の他の建築にも徽密主主注意翫梯って明

日への努働のよ苦撃につとめ、無径の消耗をさけて

やら主託ければならぬ。叉此の際住居等と開l御して

生活態支の問冨にまで積極的に参加し、指導する

ととが必要で、るらう。

×  ×  ×  

世界史を劃するとの大東亙取等は、英米蘭をそ

の好餌とする殖民地演土より放途し、日本を指導

者として ψ 東洋民族の ヤ起と自存を約し、その確

立を念いでゐる態勢に自うるが、苔々は英米蘭が積

年自己の隈り泣き慾撃の充足と、勢力の維持の震

めに、主主ゆる手段を動員して、彼等の牙械を築い

て、東洋の殖民地に臨んで・ゐた事は事責でるるが

此の需め、種々な方面に吾 h の今後の縮来にあた

って、使l放に宮むものがるるとと を認逸して彼等

D 行跡の全面的盲目的放棄をするとと主主〈、良く

研討じて、吾々の棋にA - ひ得るものを、充分利用

活勤さすととに努めなくてはならぬ。特に建築の

方面に於ては、樺力的標示と保健的目的のために

ヲヤ令意を注いで、ゐた事は想 現に難 <1':J. いが、彼等

が気候風土の具る土地に来て‘ 身瞳的。条件を顧慮

し且つ澗特の生活態主役築き君主が ら彼等の健康を

保持し、満ち足り? と生活感情にひたってゐ? とに遠
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ひ君主いが、それ以上に吾が日本の挺身的南方開拓

者のために障害から擁護し快適友生活感情を味ひ

得るやうに整えてやる義務がるる。然しその場合

日本民族の特殊性. 優秀性は英米蘭とは明確に直

別されるべきであれそれを基底として、行ふと

とは勿論である。以上は大韓英米蘭の南方に劃す

る科率的成果を充分利用すると云ふととでるるが

同時に南方生来の諸民族が、彼等が生きんが矯め

自然と闘ひ、自然から教へられたもの、慣習と友

り習性となって、彼等の生活態度を決定し、永い

間彼等の祖先から子孫へと停へ、現在まで残って

ゐるものを充分研究し、それは科撃的研究と相開

聯して隼重すべきものは寧重し、利用出来るもの

は利用しなければならない。との事は非常に重要

念事でるりえEがら、往々忘れ務ちでるり、その篤

め溢恨を後に残す事が多い。殊に今後南方の諸民

族と共に新東亙の樹立に向ふとの期に、吾ーが園家

は、との事に意を注いで、その衡に営るべきであ

る。 ｾｰ ち文化度の低い民族程、彼等の聞に体えら

れた停統と云ふものに封して非常に敏感でるり、

それを護るために、絶韓者的1':J. 強烈君主長敬と服従

を抱いてゐるものでるる恥ら、それを脅かす者、

無視する者に劃しては想像以上の反感と抵抗を行

ふのでるる。榔に入れば郷に従ふと云ふ諺言は此

の際民陀味ふべき言葉 i であるし、彼等と共に生き

る事が必要で、昔うると思ふ。

×  ×  ×  

聞く廃に依れば、各大皐建築科数室に於いては

敬睡員畢生が中剥とえ主って、南方建築研究舎が文

部省、の膿入りで創立され、着々とその成果を場げ

られてゐるとの事で、巷聞から、そむ計劃の時機

に適したものと、大いに賛意を呈し、多大友期待

を以て援視してゐる。

大東亙官主宰が図家溜動員的えにものである以上、

金ゆるととをその意義に於いて途行し友ければ友

らぬ。即ちそφ 成果は古い殻に路蹄するととな〈

一般的 ｅ つ具韓的に公表され、圏家 Ｎ ｾＧＺｊ意聞に浩ふ

棋に努め泣ければならえEい。即ち南方建築の遺設

に営つては圏民一般と共に生きてC ゐると雪ふ簡草

念事責を常に想起し、特に吾々も又南方凋拓者。

現地の一員であるととを現質的に感じつつあらゆ

る事の解決に営るべきでるる。以上

{ピル. . . . i ' l l I: 遺施6734i 都憎ま永末商車検閲機)



官昔 ff . c官事自凶〉

時 5月3日午後 5 時 一 5 時40分

所 陳列場

出 席 者 理 事 竹 腰 副 曾 長

常芸春 薮中主記、小林主百十

西海主計、松久保主

計、伊藤編紙、小林

編 斡

誠司区

1 内務省防空局長よ P建築の新機

"*，J礎立に闘し懇談曾開催 の件

? . 閲曾協定の工事締負規程金面的

研 究 K 闘し委員曾般置の件

3. 大阪府工業者壁画世舘よ P大阪科皐

技術館に封ずる出品物蒐集方依

額の件

4. 金園都市問題曾議事務局よ P 申

越κ 係る曾員種別富樫E互の件

5. 曾員絵衡

報 告

1 尚喜E報告

常 務 命 ( 第10回〉

ｴ［Ｎ ｾｴ［Ｎ｜Ｇ＠ ［ Ｎ ｾｊＨ＿Ｚ 竺 ｊ りう深夜， ｾ［ＢτＺ 岬灼 Ｑ ・ザ ｊ

［Ｚｦ ｩＮ ＺＱｾ 司祭怒篠山親会三 Ｗ
u，;:，.;.:; .""::.";:' ・ー・ムー、A 品 ふ江

}侍

所

名 響 の 鞍 死 者

曾 員

陸 軍 大 尉 河 原 啓 太 郎 君'

命員? 可仮谷太郎君は大: 東翠鞍努勃設するや勇賂尚喜E南方O

0 1 < 敵前上陸以来各地に積載語審h たる武覇防を樹てられしが皇室

に大東E互の怒と散る。? 旬陀哀悼の歪 11 1 < 堪へず、主主に宵像と

略膝を鋳げ鑑みて司ｾｾ量を表す

1. 君は大正 4年 5 月24日大阪市天王寺区伶人町K 生る

1  昭和13年 3 月京都帝園大患エ患部建築厳科卒業

1. 同 年 4 月大阪市役所4李総際に動務

1.  同 年 5 月本命κ 入合合員となる

1. 同 年 12月入管! l ' 種事宇郎候繍生に合格す

1. 同15年 7 月工兵感校を卒業と同時に見習士官とな D南支

K 出主Eす爾手軽各地に議撃塗1 < 0 01 < 於て名事Fの検死を主主

げるる

1  君は重量性温厚にして頭世証明噺然も 5 尺 B寸の長躯者で箪

官民各方面の象敬を受け前後有盟主の青年士宮K して図家

のｾめにも向｝に惜しみても 量生りある次第である。

*- 苦言主目は役員参邸重度前に香花料を供へ君の限耐を断る

5 月17日午後 5 時一 6 時
玄 月 例 . c京都見高島〉

陳 列 場
時 5 月23日牛前 9 時一午後 2

出席者 E現 $ 片 岡 曾 長 時30分

松本副曾長 集 合 所 ニ 僚 妓 正 門 前

l i i ¥: 毒事池回監等
見怒先 ニ僚娘、市申泉施、小川邸

常務佐藤主紀、中西主官己 出 席 者 畔 上 民 治 氏 外53名

調弁主官己、萩中主肥 1.午前 9 時30分一同集合の上京都幹

商担世主計、松久保主 事立主にニイ燦妓事案内者の東主主によ P

計、伊藤編輯; 、大下 二の丸、本丸、主主Fむ護所高夢見星島

編斡、小林編齢、 tJ1l し11時30分間抜を僻し程近量紳泉

回 鱒 隣 施を見畢の上小J l I l l l I l <至る。

級 事 1. 一同筆食後間家主人の同邸に闘す

I  . 陳列場南側利用に関する件 る説明を聴取後松弁京都幹事長主主

2. 曾誌印刷鮪負契約更新の件 κ 重苦中主犯常務よ P夫々拶挨あ P

3.大限際協和合よ P後援方依額の 失れより般車1 E 1 < 5 J Uれ順次問邸の見

件 与を了し最後陀茶室陀て薄茶を喫

4. 木材需給調整に関する建議の件 し随意解歓ナ。

5. 曾員詮衡 1 . 笛自は天然晴朗旦新織の侠加ふる

縄 告 に久方振の他とて参加者非常に多

1. 四 月分曾計報告 〈見事先の都合によ P 人員に制限

2. 合併問題鐙過報告 あ P し望号め多量生の合員著者君に封し

3. 出復、入管、除隊報告 謝絶の巴むなき欣況を曇し拘j に遁
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憾 t.r. ｾしことを革まに多量甘す。

大阪主務総事u!t C俸 1 回〉

時 5 月11 日午後 1 時30分 - .3

時30分

所 陳列易

出 席 者 本 部 薮 中 幹 事 長 、 中 西 常

任幹事

議 事

幹 事 尾 俗 、 中 野 、 阜 、

場弁、宮崎、山口

吉国

1 本年度下半期の雑誌編斡方針に

関する件

編 縞 草 卒 事 曾 〈第 6 図〉

宮 脇 正 夫 君 朝 鮮 大 郎 府 幸 町 鍬 遵

官舎28 ( 釜山地方鍛

君主局建築l l { )

特別賛助員

野 中 長 君 府 下 北 河 内 郡 枚 方 町

茄 子 作 3. 025 ( 産業

車E済新聞車土}

大阪 中野、三浦常任幹事 |  時

1. 大阪地方幹事人惑に関する件 |  所

6 月 4 日午後 5 時宇--:- 8 時 |  矢 野 政 義 君 西 宮 市 今 津 南 瓜 町 1

集曾室 I  ( 株式合前土小松; 製作

1・毎月の計筆樹立に 関する件

大阪. 務幹事愈 〈第 2 図〉

時 5 月26日午後 5 時30分一 7

時30分

所 集曾室

出 席 者 本部幹事長重量中

常 在 幹 事 中 野

幹 事 岩 位 、 景 山 、

河湾、小西、

高摘、高松、

中島、聖子中、

星、棺井、安

田、山口

1. 本年度事業主E管方i法 κ 関する件

ぃ、ろニ涯に分割各車E隔月に機

笛計査する乙と

構造効災委員舎〈傍 1 回〉

時 5 月14目午後 5 時30分一 7

時30分

所 集曾室

出 席 者 幹 事 浅 野 、 集 回 、 水原、

委 員 後 出 、 安 田

1 研究題目 = 関スル件

木材統制に関する委員曾

〈第 5 回〉

時 5 月15日午後 4 時一 5 時

所 陳列場

出 席 者 委 員 長 松 本

委 員 青 山 、 池 田 、 鳥 野

川I入、長尾、山本

1 建議原案に封 し理事意見参酌の

上一部修正決定

編鰐幹事協議m談合〈係 5 国〉

時 5 月24日午後 6 時一 B 時

所 集曾室

出 席 者 幹 事 長 小 林

V I 4 8  

出 席 者 幹 事 長 小 林

議 事

常 務 伊 藤 、 穴 下

幹 事 昼、山口

1. 編輯養料蒐集分議惨畿の件

住 宅 委 員 曾〈係 5 図〉

時 6 月10日午後5王寺30分 - 8時

所 集 曾 室

出 席 者 委 員 長 矢 国

幹 事 岡本

委 員 中 野、星、河合

機 事

1  . 都市共同住宅俵畿放地案に依る

見拳の件

1 織王寺組立住宅試作に関する件

1  . 位宅讃本に闘する件

奮 員 動 静

しと…ｾ
曾 員

久保春治君; 京都市上京直下立J [

i盈大宮酉入浮図町61

9( 建築政計業白書f )

平野英治郎君 : 監中市懐塚本温 1 の

地 方 曾 員

40弁阪殿方( 大阪橋

本中且〉

今戸司郎君京妓府飽山l i ¥I 三家遁

378 ( 建築設計事業自

傍〉

藤 塚 賢 一 君 山口県系熊毛郡光町

〈呉海箪建築部〉

所)

普通萱助員

東 重量久主主君 神戸市須磨区須磨浦

遜 3松弁幸太郎殿方

矢 野 和 一 君 京 都 市 下 京 区 正 直 通

東洞院角

吉問先i I ! : 君成島市安町中央通33

1 岩本晴見殿方

百二二記

金 属

安藤一善次郎君 小1l I ; l E五.一君

明 山 正 ニ 君 石河晃太郎君

庚瀬誠司郎君

特別長助長

大 江 徳 男 君 義 山 英 肱 君

持国主モ介君 事者 長 一 君

普通説助長

勝 清 一 君 清水ｾ若

山 本 経 一 君

金 員

浦 外 雄 君 ( 勤務先〕尼ケ崎南

竹谷町 1 の30株式曾

荒土本柄谷組

大木喜: 議君兵庫県草飾磨市恵美酒

町 109の 1

的 場 治 君 阿 部 野 区 晴 朗 通 ! の

83 

高松卒太郎君商m: 立J i 掘北遜 5 の

17大阪府瓦統制株主主

曾庇

長 1.11 正 明 君 兵庫県草武庫郡御影町



清風荘内 |  末 ? 畢 週 次 君 京 都 市 東 山 直 新 関 前

伊 藤 武 文 君 昭 商 市 テ ロ グ ロ ロ ー |  中之町上回工務底内

ド398 鹿 島 斑 事 務 所

村 島 彰君兵庫県系武摩郡住吉村

新 兵 衛 新 聞 930

小 鳥 疋 語 表 君 府 下 北 河 内 郡 疲 屋 川i

町 大 宇 都1275

! 飯 塚 守君千葉理系安房郡和田町

民浦和田常三郎殿方

回 中 四 郎 君 玉 野 市 玉10玉 野 造 船

所 建 設 部 管 縛 課

小笠原良次君港m : 東田中町 B の37

国 際 勝 利 君 伊 丹 市 北 村 字 滋 際38

B  

本 出 幸 次 郎 君 京 都 市 左 京 区 一 乗 寺

杉 の 宮 町15

岡本正次郎君 ( 勤務先) 大阪府内

i Y C 部金属回牧際

大 弁 弘 次 郎 君 豊 能 郡 箕 面 村 字 牧 落

388の 1

村 上 徹 ー 君 ( 事務所1 東 区 瓦 町

1 の23

山 本 千 吉 君 住 友 金 属 工 業 株 式 舎

軍士仲鋼所

前 回 辰 雄 君 山 口 勝 字 郎 市 西 区 本

町・ 2

小 林 弘君兵庫理系武摩郡住吉村

堂 本1811

中甚三郎君マライｾ遣問 ＱＶＰＱ 爺

隊

林 重 三 君 東 住 吉 直 鷹 合 町95

山 図 望 書 雄 君 静 岡 市 八 千 代 町26

地 方 合 員

寮 蕗 四 郎 君 東 京 市 四 谷 m : 若 葉 2

の 9 の 6

西 村 隆 君 恵 天 市 大 和 直 稲 葉 直

滞 i洲土木合軍士

飯図重二郎君 高知県系高岡郡佐川町

上郷

土 井 常 三 君 岩 園 市 室 木 岩 園 保 線

直

友 田 市 三 君 青 島 市 貯 水 山 路10蛾

香 取 彦 一 君 酉 直 土 佐 郷 2 清水量E

大 阪 支 唐

垂 水 馨 君 奉 天 満 洲 第 693 部 隊

谷川l勝 次 郎 君 東 住 吉 区 北 田 港 町

821 

中 村 停 治 君 東 京 市 四 谷 直 坂 町17

の 1

西 村 安 彦 君 兵 庫 蘇 武 庫 郡 住 吉 村

字鴨子ケ原1855の 1

飯 野 藤 吾 君 大 分 豚 下 毛 郡 鶴 居 村

大 字 永 添 大 林 組 中 $

出張所

特別賛助長

卒 山 文 徹 君 吹 田 市 大 字 岸 添 東 町

74 

普通費助員

津 回 豊 治 君 北 区 河 内 町 1 の 7

民 良 雄 君 北 区 北 扇 町56主主修寮

内

北 僚 主 ー 君 此 花 区 西 九 僚 浅 沼32

幾 回 英 男 君 庚 島 県 系 豊 田 郡 木 ノ 江

町 240

大 沼 済 君 新 京 関 東 軍 司 令 部 け

ぃ7

占 郊 茂 君 旭 区 南 島 町 768の11

大 林 弘 殿 方

松 谷 弘 君 紳 戸 市 須 廃 m : 明 紳 町

1 の 4浅 井 源 吉 殿 方

竹 原 秋 夫 君 紳 奈 川 際111加 瀬 耕 地

632 大 同 製 鏑 橡 式 合

佐 川 崎 エ 犠 内 鴻 池 組

作 業 所 内

南 欽 三 君 名 古 屋 市 昭 和 富 田 漫

町 1 の 6 昭和薙内

尾 図 疋 智 宏 宮 崎 市 下 北 方 西 新 道

薗 師 殿 方

重苦岡 鋲 君 東 京 市 京 橋 m : 銀 座 西

7 の 6 池 田 忠 治 建 築

事 務 所

辻 本 義 男 君 舞 鶴 市 字 森 宮 尻36

高 本 英 一 君 旭E 江 野 町 1 服 部 保

夫 殿 方

名響賛助員

佐 竹 三 吾 君 阿 倍 野 直 阿 倍 野 筋 1

の 1関 念 天 王 寺 管 業

局 総 務 際

建 築 と 社 曾

第26輯 第 6 蹴

l紛 50鎗〔郵続2銭 J

毎月 l回1日 登 行 定 債 @

12舟 6閣( / ? 24鎗J

昭 和 18年 6 月15日 印 刷 昭 和 18年 6 月20日 設 行

設行・綴斡

印 刷 人

大阪市北高朝日ピル日本建築協曾内

印 刷 所 新 日 本 印 刷 有 限 曾 枇

大 阪 市 北 区 南 錦 町 46 客 地

後 行 所 探 日 本 建 築 協 合

大 阪 市 北 直 中 之 島 3 ノ 3 朝日ピノレ

電話長北 ｾＨＲＳＩＴＵＰＱ 醤 ＨＹＩ

銀嘗口座大阪 3 9 9 7 5 番

目本出版文化協合合員番号虎222043

配 給 元 日 本 出 版 配 給 株 式 合 駐

東 京 市 紳 田 直 淡 路 町 二 丁 目 ブL 番 地

戸
I

 

I

 

j

 

弘

禁 轄 載

本畳置に掲載せるものは一切とれを無断にて

嶋載し又は単行本に上梓その他の複製行震

をなすことを禁ず。
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